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〔会議に先立って，教育委員会事務局の４月１日付け人事異動の職員が自己紹介を行っ

た。〕 

 

開 会 （13時12分） 

 

◎守谷委員長 

 ただいまから，平成26年４月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，早瀬委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，議案第１号及び議案第２号の以上２案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 なお，議案第２号につきましては人事に関する案件ですので，地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第13条第６項の規定により非公開として進めたいと思いますが，よろし

いでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

 まず，議案第１号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第１号「伊達市立学校管理規則の一部を改正する規則」についてご説明いたします。 

 議案書の３ページ，説明資料をお開きください。 

 本件につきましては，平成25年11月29日に「学校教育法施行規則の一部を改正する省令」

が公布・施行されたことから規則の改正を行うものです。 

 ただいま申し上げました学校教育法施行規則第61条では「公立学校の休業日」について

規定しておりまして，その中では「国民の祝日に関する法律に規定する日」と「日曜日及

び土曜日」については，「特別の必要がある場合は授業日とすることができる」とされて

おりましたが，この規定について「当該学校を設置する地方公共団体の教育委員会が必要

と認める場合は授業を実施することが可能である」こととして明確にされたものです。 

 これを受けまして，「新旧対照表」に記載しておりますとおり，第32条第４項で「校長

が，休業日を授業日とすることができる場合」を『教育上特に必要があると認めるとき』

から『教育上必要があると認めるとき』に改めるとともに，『国民の祝日に関する法律に

規定する休日を授業日とすることができる』というように改正するものです。 

 第32条第５項では「休業日を授業日とし，他の授業日を休業日としない場合については，

あらかじめ教育委員会へ届け出る」こととするものです。 

 第32条第６項につきましては，これらの改正に係る整理と字句の修正を行うものです。 

 この規則の施行日については，公布の日から施行するというものです。 

 説明につきましては以上ですが，これは土曜授業を行うにあたっての改正ということで

ご理解をいただければよろしいかと思いますで，よろしくご審議の程お願いいたします。 

◎守谷委員長 

 議案第１号について，質疑はございませんか。 

 土曜日を授業日にする予定なのですか。 

◎鈴木学校教育課長 
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はい。今までは土曜日，日曜日に授業をした場合は，例えば月曜日などを振替休日とし

ていました。これを，今度土曜日に授業をしたら振替休日としなくてもいいようにします

けれども，学校の先生としてみれば勤務の時間が増えてしまいますので，代休日について

は別途設けることとして，子供たちについては授業日が増えるというようなかたちでの土

曜授業を行えるようにするという改正です。 

◎守谷委員長 

 現実的には，昔みたく土曜日にかなり授業をやることになる可能性があるのですか。 

◎鈴木学校教育課長 

 いまのところ平成26年度で胆振管内では，モデル事業的なものですが，登別市で１校が

実践校で手を挙げておりまして，周りの学校が協力校としてします。実践校では年10回，

協力校では年４回程度の土曜事業をやると。伊達市としては，その事業にはまだ手を挙げ

ていないところでございます。 

◎菅原教育長 

まだ他の，苫小牧とか室蘭も，まだどうするか決めていないんです。ただ文科省の方で

は，将来は土曜日も授業をできるようにということなんです。 

というのも，いろいろな調査によると土曜日の子どもの過ごし方について，土曜日の午

前中にテレビを見て過ごしている子供が多いものですから，親の方からも補習などをして

欲しいと要望があるもので，それをできるように法律改正をして，それから先生方は当然

勤務しなければならないのですが，代休日がすぐに無いものですから，道の方も規則改正

しまして，夏休み冬休みに持っていけるようにしました。４月からそのようになっていま

す。 

どこもいろいろと試行錯誤していまして，必ずしも普通授業でなくてもいいんです。だ

から状況を見て，子供たちにすれば塾に行っている子もいれば，スポーツ少年団をしてる

子もいたり様々ですから，先ほど課長が話しましたとおり，登別が道の指定で研究するこ

とでやっていますので，その状況を見ながら，どういう風にやったらいいかというものを

学校で考えてもらおうと思っています。 

◎早瀬委員 

 例えばですけど，どこかの学校の先生が「うち（の学校）でやりたい。」と言った場合，

一応条件整備は行われているので，どこかの学校が１校だけやりたいといった場合は，で

きることになるのでしょうか。 

◎菅原教育長 

 できますね。ただ保護者との話もしなくてはならないし，やりますと言われても…。 

◎早瀬委員 

 校長先生の思いだけでも，なかなかできないと。 

◎菅原教育長 

 親は，色々な意見を持っていると思いますので。最終的には，学校長の判断にはなりま

す。 

◎平田委員 

 土曜授業といっても，基本，午前中なんですね。 

◎菅原教育長 

 文科省が言っているのは，総合的な学習の時間とか英語の教育，道徳，特別活動，科学

実験教室，補充学習，発展的学習のようなものを想定しているので，通常の国語や算数な
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どをそこに持っていくというようなものではないです。 

◎早瀬委員 

 いつから，土曜授業が無くなったんですかね。 

◎鈴木学校教育課長 

 完全週休２日制になったのは，平成14年度からだったと思います。 

◎菅原教育長 

 その前は，月２回，隔週でした。 

◎早瀬委員 

 ただ，いろいろな方面に影響が出ますね。 

◎平田委員 

 スポーツ少年団とか，土曜日の試合が結構ありますから。 

◎菅原教育長 

 ただ調査を見ると，家で何もしないでテレビを見ている子が３割以上いるんですね。親

の方としては，テレビなんか見て遊んでるくらいなら，学校に行ってほしいと思っている

親が半分くらいいるようです。 

◎菊地委員 

 登別市では，年10回ということでスタートするんですね。 

◎菅原教育長 

 １校だけですね。幌別中学校です。それ以外の小中学校が年４回くらいやりましょうと

いうことです。 

◎守谷委員長 

 他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 では，議案第１号については，原案のとおり承認することとしてよろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第１号については，原案のとおり承認されました。 

 

 議案第２号の非公開案件は，原案のとおり承認される。 

 

◎守谷委員長 

 次に，「事業の実施・予定」について，各課からの報告をお願いします。 

〔各課から４月の事業の実施報告，５月の予定報告について説明した。〕 

 

◎守谷委員長 

 次に，情報提供がありますのでよろしくお願いします。 

◎鈴木学校教育課長 

〔学校適正配置のスケジュールについて，学校給食センター整備事業の進捗状況につい

て情報提供を行った。〕 

◎小山田図書館長 

〔図書館の開館時間延長について情報提供を行った。〕 
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◎守谷委員長 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして，平成26年４月伊達市教育委員会・定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 （14時17分） 
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        委 員  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 

        委 員  平 田 賢 弘 

        教育長  菅 原 健 一 

 

４ 欠席した委員の氏名 

 

        なし 

 

５ 委員を除くほか，会議に出席した者の職氏名 

 

        教育部長       松 下 清 昭 
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開 会 （13時12分） 

 

◎守谷委員長 

 ただいまから，平成26年５月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，平田委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，議案第１号から議案第７号までの以上７案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 なお，議案第１号及び議案第３号は人事に関する案件ですので，地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第13条第６項の規定により非公開として進めたいと思いますが，よろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

  

 議案第１号の非公開案件は，原案のとおり承認される。 

 

◎守谷委員長 

 次に，議案第２号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第２号「伊達市特別支援教育推進委員会への諮問について」をご説明いたします。 

 議案書の４ページをご覧ください。 

 ６月４日に開催を予定しております「伊達市特別支援教育推進委員会」の会議におきま

して「平成27年度就学予定学齢児童生徒の適正就学並びに平成26年度特別支援学級在籍児

童生徒の適正就学に関わる見通し等について」といたしまして，教育委員会から推進委員

会に意見を求めるというものです。 

 なお，この諮問に対する結果につきましては，例年12月の定例教育委員会にて答申の報

告をするという流れになっております。 

 説明につきましては以上です。 

◎守谷委員長 

議案第２号について，質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 お諮りいたします。議案第２号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第２号については，原案のとおり承認されました。 

 

議案第３号の非公開案件は，原案のとおり承認される。 
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◎守谷委員長 

 次に，議案第４号について，生涯学習推進課長から提案理由の説明をお願いします。 

◎石生涯学習推進課長 

 議案第４号「伊達市体育施設条例の一部を改正する条例」をご説明いたします。 

 議案書の11，12ページでご説明いたします。 

 この条例につきましては，館山野球場，Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館・パークゴルフ場・

プール・艇庫と，また武道館などの体育施設の設置，管理について定めている条例でござ

います。今回この施設の内，Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールにつきまして一部改正するとい

う内容になっています。 

Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールですが，改正の趣旨にございますとおり，平成19年５月か

ら鉄骨部ですとか，梁のボルトの腐食が著しいということで，当時は震度５以上の地震に

は耐えられないとの鑑定を受けまして，休止扱いとなっていました。 

本年４月に総合体育館の温水プールの共用が開始されたこと，また昨年12月にＢ＆Ｇ財

団の本部から現地の視察がございまして，そちらの意見を受けて，３月11日から４月９日

までプールの在り方ということでパブリックコメントも実施しました。その結果，意見は

１件も寄せられなかったのですが，それを受けまして６月定例議会の方でプールの部分に

関して，廃止をするということで，その部分の削除の改正をしております。 

こういった内容で提案をするものでございます。以上でございます。 

◎守谷委員長 

議案第４号について，質疑はございませんか。 

やめるということは，取り壊すのですか。 

◎石生涯学習推進課長 

 今回条例の改正の部分を提案させていただくのですが，議決を受けた後経費を算出しま

して，できれば９月議会で解体費の補正予算を計上させていただこうと思っています。で

きることなら年内に撤去したいと考えております。 

◎守谷委員長 

 その他ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 お諮りいたします。議案第４号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第４号については，原案のとおり承認されました。 

次に，議案第５号について，生涯学習推進課長から提案理由の説明をお願いします。 

◎石生涯学習推進課長 

議案第５号「伊達市体育施設条例施行規則の一部を改正する規則」をご説明いたします。 

 議案書の14ページでご説明いたします。 

 先ほどの「伊達市体育施設条例の一部を改正する条例」でもご説明いたしましたが，そ

れに伴う施行規則の一部を改正するものでございます。 

 記載のとおり，別表に利用料金の減免規定がございまして，Ｂ＆Ｇ海洋センターのプー

ルの条項部分を削除するということでございます。 
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◎守谷委員長 

議案第５号について，質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 お諮りいたします。議案第５号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第５号については，原案のとおり承認されました。 

次に，議案第６号について，図書館長から提案理由の説明をお願いします。 

◎小山田図書館長 

 議案第６号「特別の勤務に従事する職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正する訓

令」のご説明をさせていただきます。 

 資料19ページをお開きください。 

 まず改正趣旨ですが，平成26年６月１日から平成26年９月30日まで伊達市立図書館本館

の開館時間の延長試行することに伴い改正するものでございます。 

 次に改正の内容ですが，別表にございます図書館の勤務時間の割り振りを改正いたしま

す。新旧対照表として記載されていますけども，現在，図書館の規程の中に「午前９時30

分から午後６時15分」という勤務の割り振りが記載されてございますが，それを１時間延

長するということで「午後６時15分」とあるのを「午後７時15分」と改正したいというも

のでございます。 

 以上です。 

◎守谷委員長 

議案第５号について，質疑はございませんか。 

◎早瀬委員 

 これは延長してほしいとの要望が多くあったということでいいのでしょうか。 

◎小山田図書館長 

 これにつきましては，平成21年に市民のアンケート調査を行いまして，その中に開館時

間を延長してほしいというのが結構な割合を占めていましたので，それにつきましては検

討を要するということでおさえてありました。 

 図書館に運営協力会というのがございまして，その中からも提言として開館時間の延長

を検討してはどうか，という提言もございまして，アンケート調査からは時間が経ってし

まいましたが，現在でもそのニーズがあるのかどうかというところをまず試行してみたい

ということで，今回４ヶ月間ではありますけども１時間延長したいと考えた次第でござい

ます。 

◎守谷委員長 

 とりあえず今年度４ヶ月だけ。 

◎小山田図書館長 

 まずこの結果を持ちまして，どのようにしていくかというのを検討するようなかたちで

す。 

◎守谷委員長 

 その間に人数が何人来たかというのを把握してと。 
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◎小山田図書館長 

 そういうことです。 

◎早瀬委員 

 ぜひ報道や広報に載せて，市民に周知してほしいですね。やったはいいが，誰も知らな

いというのは。 

◎小山田図書館長 

 そのように考えています。 

◎平田委員 

 勤務時間が変わったということで，職員の給与が変わることはあるのですか。 

◎小山田図書館長 

１時間延ばすにあたりましては，現在７名なのですが，１名臨時職員を雇用しまして８

人体制とし，早出，遅出でローテーションを組んでいきますので，給与の方には影響しな

いようなかたちで実施しようと思っています。 

◎守谷委員長 

 その他ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 お諮りいたします。議案第６号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第６号については，原案のとおり承認されました。 

次に，議案第７号について，提案理由の説明をお願いします。 

◎学校教育課長 

 議案第７号「平成26年度伊達市一般会計補正予算（教育費関係予算）について」をご説

明いたします。 

 平成26年第２回市議会定例会の議案として提案するにあたり，伊達市長から意見を求め

られたものです。 

 学校教育課分について，ご説明いたします。 

 まず，23ページの「教科用図書第10採択地区教育委員会協議会負担金，16万1,000円」の

増額補正でございます。 

 この協議会というものは，伊達市と登別市及び胆振管内７町から構成されているもので

す。 

 教科書の採択を検討する協議会でございまして，その採択の方法は「義務教育諸学校の

教科用図書の無償措置に関する法律」によって定められており，採択に当たっては「市若

しくは郡の区域又はこれらの区域をあわせた地域」を採択地区として設定しまして，その

地区内の市町村が共同して同一の教科書を採択することとされています。 

 採択地区とは，その域内で同一の教科書を使用することが適当と考えられる地域であっ

て，自然的，経済的，文化的条件を考慮して決定されております。北海道内には24の採択

地区があります。 

 現在使用されている小学校用教科書は，平成21年度の検定を受け，平成22年度にこの協

議会で採択され，平成23年度から平成26年度までの４年間，使用しているところです。 
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 このあと，平成27年度から使用することとなる教科書を採択するため，平成26年度中，

今年の８月31日までに協議会を開催することとなり，事務局であるむかわ町教育委員会か

ら構成する市町の負担金を求められたので補正するものです。 

 なお，現在使用されている中学校用教科書は，平成22年度に検定を受け，平成23年度に

採択され，平成24年度から平成27年度までの４年間使用しているところです。 

 次に，24ページの「北海道道徳教育推進校事業，29万9,000円」の増額補正です。 

 平成26年５月１日付けで北海道教育委員会から「平成26年度北海道道徳教育推進校事業」

の実施について通知があり，市内の学校に照会したところ，伊達小学校から事業実施の希

望がありましたことから，この事業に係る所要額を計上するものです。 

 さらにこの上，文部科学省の事業として，都道府県教育委員会等に委託する「道徳教育

の抜本的改善・充実に係る支援事業」があり，北海道教育委員会から伊達市教育委員会が

再委託を受け「北海道道徳教育推進校」事業というものが実施されることとなっています。 

 実際に伊達小学校といたしましては，10～11月に「道徳教育推進週間」，11月に「公開

研究大会・道徳教育講演会」を予定しておりまして，それらにかかる講演会の講師謝金及

び旅費として14万2,000円，研究紀要作成のための需用費として15万7,000円を補正するも

のです。 

 次に，25・26ページの「（仮称）伊達市学校給食センター整備運営事業」の債務負担行

為設定です。 

 ＰＦＩ手法に基づいて整備する学校給食センターの設計・工事監理費，建設費，備品購

入費，配送車調達費などのイニシャルコストと工事完了後に引き渡しを受けてから15年間

の維持管理費，運営費をＳＰＣという特別目的会社が行うのですが，そのＳＰＣに対して

支出することについての債務負担行為の設定です。 

 現在，実施方針や要求水準書をホームページで公表しておりますが，今後，募集要項を

公表する際に予算の裏付けが必要となりますために，「債務負担行為」として予算の先取

りを行うものです。 

 平成29年度は「設計・工事監理費と建設費」を一度に支払うので約19億円となっており

ますが，その後は「運営費・維持管理費」として，毎年，約２億円程度となります。 

 以上です。 

◎守谷委員長 

議案第７号について，質疑はございませんか。 

 教科書採択は，室蘭市と苫小牧市は独自にしているのですね。この枠は市になったから

とか関係あるのですか。 

◎菅原教育長 

 恐らく，室蘭と苫小牧は元から市であり，伊達と登別は元々町であったことから町村で

別れていたのではないかと思います。 

◎早瀬委員 

 伊達市でこの教科書だけ選びたいということはできないと。 

◎菅原教育長 

 できないです。採択を市と町で意見調整して，この教科書にしましょうということで。 

◎菊地委員 

 以前に委員長がおっしゃっていた，採択する教科書が決まった段階で複数の教科書を使

って指導するというのがあったと思いますが，あれは採択した教科書以外に複数に使うと
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いいですよ言う勧めがあったことがありましたね。そういうことも今後も可能なことでし

ょうか。 

◎菅原教育長 

 見本の教科書も来ますし，教科書自体もそんなに高いものではないので買うのは問題あ

りません。 

ただ，前に研修に行った時にお話があったんですが，なかなか難しいみたいですね，２

つの教科書を使うというのは。現場の先生方としては。 

◎守谷委員長 

 子ども達への教科書というより，指導する先生のために２つ教科書をということですね。 

◎菊地委員 

 教える順番は例えばこの教科書ではこうだけど，という風に。 

◎菅原教育長 

 そうです。それで先生がそれを見ながら，また組み立てをするのが難しいようで。 

◎守谷委員長 

 この前は渡しましたよね。 

◎松下教育部長 

 購入して渡しました。その辺の効果につきましては校長会などの機会で聞いてみたいと

思います。 

◎守谷委員長 

 不評だったわけではないのでしょう。 

◎松下教育部長 

 先程教育長が言われましたように，校長先生にお話しますと，なかなか難しいですよと

いう意見はあったのですけども，一応こういう話が出たので，高いものではないので購入

して与えますと。各学校に１セットですね。 

◎平田委員 

 北海道道徳教育推進校事業ということで，伊達小学校が４か年計画の最終年度というこ

とですが，道徳教育講演会というのは全校児童が対象ということですか。 

◎鈴木学校教育課長 

 全校児童というよりも，まだ計画ですが全市的に先生方に声をかけることになると思い

ます。 

この昭和女子大の先生は，心のノートの作成に携わった方ということですから，そうい

った専門的なお話をしていただくという意味で先生方になるかと思います。 

◎平田委員 

 ４年続けてこられて今年が４年目ということですが，効果としてはどういう感じでしょ

うか。 

◎鈴木学校教育課長 

 確かに伊達小学校は道徳については，23年度から実際に独自でやっているのですが，そ

ういったことで最初のうちは基礎的な指導ですとか地域との連携というのをやっていまし

て，そのあと３年目に主体的に自分と向き合うとか真剣に考えるとか自分も思いや考えを

伝えあうというか，そういった方向で授業の展開を進めているようなので，そういったこ

とからすると今年４年目ですので，最後の締めくくりの年ということで，効果は徐々に現

れていると思います。 
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◎平田委員 

 わかりました。 

◎守谷委員長 

 47億円のうち16億円地方債でというのは，地方債で払うということですか。 

◎鈴木学校教育課長 

 合併特例債というものを充てまして全体の建物に対する95％とかにこの地方債を充てて

一括でＳＰＣに対して支払うということです。 

◎守谷委員長 

 その地方債というのは何年かに分けて払うというものですか。 

◎菅原教育長 

 合併特例債というのは，借金をするのですけども，交付税であとから国が補填しくれる

のです。要するに95％まで交付税で措置されるので市の持ち出しは実質５％だけというこ

とです。 

◎早瀬委員 

 毎年の１億9,900万円には，皆さんから集める給食費も入っているのですか。それとも全

く市の持ち出しですか。 

◎松下教育部長 

 これには歳入部分は無いです。学校給食費で入ってくる部分のお金は全然関係ないです。

入ってきたものは，食材費として使います。 

◎菅原教育長 

 ここにある毎年２億円の一般財源は管理費，配送ですとか調理ですとか，建物の維持管

理ですとか，それらを民間業者に委託するのでその経費となります。 

◎早瀬委員 

 これまでの給食センターの管理費はどの位だったのですか。 

◎菅原教育長 

 現行のセンターで１億2,000万円位です。もちろん建物が新しくなれば空調なども入って

維持費は高くなりますし，それからアレルギー対応のラインも作るので人も多くなります。 

◎松下教育部長 

 教育長が今言われましたように，現在の施設にかかる経費と新しい施設を比べると，面

積も違いますし，方式も違いますし，そこで働く人間の数も違いますし，一概に言えない

と思います。 

◎早瀬委員 

 15年経つと子どもの数も減りますよね。 

◎菅原教育長 

 これは一番かかったＭＡＸの数字で債務負担を組んでいるものですから。 

◎菊地委員 

 維持管理運営費が15年間あるのですけども，この運営中に，もしこの給食センターで食

中毒があった時はＳＰＣがそれを受けるということでしょうか。 

◎鈴木学校教育課長 

 そのリスクという問題も，その食材を納入した時のものになるのか，調理した後のもの

になるのかということで，リスクする側が変わってくるわけです。行政がとるのか会社が

とるのか。そういった場合にも因るかと思います。 
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◎菊地委員 

 それはどこかに謳ってあるのですか。 

◎鈴木学校教育課長 

 はい。要求水準書なるもが公表されてまいりますけども，そういった時にこういった場

合はどっちの責任になりますよというのは謳っております。あと契約書の中でも当然そう

いうのは交わしていくことになります。 

◎松下教育部長 

 民間会社に全てやらせるようなイメージですが，実際建物の中には教育委員会が給食セ

ンターの部分として残ります。全て民間でやらせるのではなく，食材の発注や献立の作成

も教育委員会で行います。 

◎守谷委員長 

 その他ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 お諮りいたします。議案第７号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第７号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，「事業の実施・予定」について，各課からの報告をお願いします。 

〔各課から５月の事業の実施報告，６月の予定報告について説明した。〕 

 

◎守谷委員長 

 次に，情報提供がありますのでよろしくお願いします。 

◎小山田図書館長 

〔大滝区ほのぼの団地での地域文庫開設について情報提供を行った。〕 

◎菅原教育長 

 〔教育委員会制度の改正について情報提供を行った。〕 

◎守谷委員長 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして，平成26年５月伊達市教育委員会・定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 （14時15分） 



平成26年６月 教育委員会 

定例会 会議録 
１ 日 時 

 

        開 会  平成26年６月27日(金) 14時40分 

        閉 会  平成26年６月27日(金) 15時12分 

 

２ 場 所 

 

        有珠小学校 集会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

 

        委員長  守 谷 保 夫 

        委 員  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 

        委 員  平 田 賢 弘 

        教育長  菅 原 健 一 

 

４ 欠席した委員の氏名 

 

        なし 

 

５ 委員を除くほか，会議に出席した者の職氏名 

 

        教育部長       松 下 清 昭 

        学校教育課長     鈴 木 俊 仁 

        生涯学習推進課長   石   秀 隆 

        文化課長       本 間 浩 一 

図書館長       小山田 文 彦 

学校給食センター所長 篠 原 計 浩 

         

６ 会議録作成のため指名された職員の職氏名 

 

        学校教育課企画総務係長  水 野 一 英 

 

７ 会議録署名委員 

 

        委員長  守 谷 保 夫 

        委 員  菊 地 裕 子 
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開 会 （14時40分） 

 

◎守谷委員長 

 ただいまから，平成26年６月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，菊地委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，議案第１号から議案第３号までの以上３案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

 まず，議案第１号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

議案第１号「伊達市立学校管理規則の一部を改正する規則」についてご説明いたします。 

 こちらは北海道立学校管理規則というものが道にございまして，そちらが一部改正され

たことに伴いまいまして、それに準じまして伊達市の規則も改正するものです。 

内容といたしましては，教職員の職務専念義務免除の対象となる業務についての規定の

整備を行うものであります。 

 道の方で規則を改正したという経緯につきましては、平成23年の会計検査院の検査がご

ざいまして、その時に「教職員が教育関係団体の業務に従事する場合の取扱について明確

になっていない」という指摘を受けましたので、それらについての取扱を道の方で整理し

て、規則の改正を行ったというのが経緯となってございます。 

 議案書の３ページ、「新旧対照表」の左側「改正案」の欄をご覧いただきたいと思いま

す。 

 第18条第２項において「校長の職務に専念する義務の免除の承認」ということで「教育

長が行う」という規定がございます。 

 この中でただし書きの方ですが，校長本人が行うものといたしまして、今までは学校の

教育活動として位置付けられていて，自分の学校の生徒などが参加する大会，たとえば中

体連ですとか，そういった大会に関するものは校長本人が職専免の承認を自らすることが

できるということで限られていましたが、この度，改正案の第１号に書かれているのは，

例えて言うならば各教科や進路指導・生徒指導等に係る研究会，そういったものについて、

研修を推進するために特に必要と認められる団体というのがあれば，その業務につく時は

職専免を校長本人が行うことができるといったような規定でございます。 

第２号は，たとえば校長会などということで、校長会そのもの校長が出てくるのは職務

としてできるのですが，校長会などの団体の業務を行うもの，たとえば事務的な作業があ

ると思われるのですが，そういった時に校長自ら職専免ができるというものです。 

第３号は，たとえば自校のＰＴＡなどの団体の業務について、第４号では中体連ですと

か，そのほか他校も含めて、学校の教育活動として位置付けられて、自分の学校の子ども

達が参加する大会等を運営する団体の業務について校長自ら職専免を承認することができ

るというようにしたものであります。 

 続いて４ページですが，第３項におきましては、所属職員について校長が行うものの規

定ということで，所属職員というのは校長を除いた教頭以下の職員とおさえていただけれ

ばよろしいかと思います，それらについて校長が職専免を承認することができるといった
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規定についてここで書かれているものでございます。 

道立の学校管理規則に準じまして同様に改正を行うという規定でございました。 

 以上説明とさせていただきます。 

◎守谷委員長 

 議案第１号について，質疑はございませんか。 

 校長の裁量権がある程度あるわけですね。 

◎鈴木学校教育課長 

団体の事務を行う場合には自分で職専免をすると。教育長の承認でなくてもできるとい

うものです。ただ実際には，現職の校長にも聞いたところですけども，こういった団体の

事務というので職専免するのもあるのかなと，事例としては少ないのかもしれないという

話も聞かれているので，実際に校長会とかＰＴＡとかに出る方が多くて，そちらの方は職

務で出てますので，これはいちおう道立の規定がこうなったので市の方も同じよう定めて

いるということであります。 

◎菅原教育長 

これは，勤務の調査で会計検査院が入って，きちんと整備していないのにそういったの

に出て行って給料をもらっているのはどうなんだということなんでしょう。 

◎鈴木学校教育課長 

そうですね。色々な団体があって，そこで事務局長とかやっている方もいらっしゃって，

その方がたとえば勤務時間中に事務の監査をもらいに行きますよと，そういう立場で校長

が行く場合などが考えられます。 

◎松下教育部長 

教育長が言ったように平成23年度の服務の実態調査，国の会計検査院が入って，北海道

がきちんと定めていなかったので，学校の判断，学校長の判断がまちまちだったんです。

職専免だったり年休だったり。それではおかしいでしょうということで今回整理したとい

うことです。 

この説明会がこれからですね。 

◎鈴木学校教育課長 

はい，７月２日に事務担当者の研修会がありまして，さらに詳しく説明を受けます。 

◎守谷委員長 

 他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 では，議案第１号については，原案のとおり承認することとしてよろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第１号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第２号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第２号「伊達市立幼稚園保育料等徴収条例施行規則の一部を改正する規則」です。 

 これにつきましては、文部科学省の通知により補助対象者が拡大されるということでの

規則改正でありまして、対象となる幼稚園は市立の幼稚園ということでさくら幼稚園であ

ります。 
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 議案書の８ページをご覧ください。 

 こちらに新旧対照表がございます。こちらの中に、「第１種減免」と「第２種減免」がご

ざいます。 

 ここに書かれている数字につきましては，先ほどお話しましたとおり文部科学省の通知

によるもので，それぞれの場合について国庫補助の限度額を引き上げるといったこととな

っております。この引き上げよって，たくさんの子どもがいる世帯に対して十分配慮した

かたちということになろうかと思います。 

この改正後の減免の限度額の適用につきましては，平成26年４月１日からということで

適用したいというものです。 

文部科学省で変更なりましたので，規則を改正して対応できるようにしているといった

かたちの規則改正です。 

 説明につきましては以上です。 

◎守谷委員長 

議案第２号について，質疑はございませんか。 

これは民間の幼稚園には適用されない。 

◎鈴木学校教育課長 

 ならないです。これは市立幼稚園の規則でして，ほかに私立幼稚園がございますけども，

私立幼稚園の方は別に要綱というものを定めております。 

◎守谷委員長 

他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 お諮りいたします。議案第２号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第２号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第３号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第３号「伊達市教育委員会の所管に係る伊達市暴力団の排除の推進に関する条例施

行規則」についてです。 

 制定いたします規則は、議案書の12ページのとおりでありまして、「伊達市教育委員会が

行う暴力団の排除の推進については、伊達市暴力団の排除の推進に関する条例施行規則の

例による｡」というものであります。 

 続いて13ページから21ページは議案説明資料ということで準備しております。その旨記

載しておりませんが，そのようにお読み取りいただきたいと思います。 

 内容についてですが，平成４年に「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」

が施行されましたが、いまだに道内でも暴力団員が把握されているところでありまして、

全国的に暴力団排除の機運が高まっているところす。伊達市においても「伊達市暴力団の

排除の推進に関する条例」というのが今年３月議会で制定されました。それで市民と一体

となって暴力団排除を推進することとしています。 

 このたびの条例施行に伴いまして市長部局におきましても規則を定めて、さらには警察
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との合意書、事務マニュアルを制定ということで各種取組を進めておりますけども、伊達

市教育委員会におきましても、市と同じように規則を制定するということになりました。 

 先ほどお話したとおり，市の規則の例によるということで伊達市教育委員会では対応し

たいというものであります。 

 具体的には、14ページに条例第７条がありますけども，「市は、公共施設が暴力団の活

動に利用されないようにするために必要な措置を講ずるものとする｡」という規定がありま

すので、これを受けて、市の規則第９条において「公共施設に係る排除措置」、第10条に

おいて「公共施設にかかる不当要求等への対応」を定めているところであります。 

 こういった条例と規則によりまして暴力団の活動に利用されないようにするためという

ことでの施設利用の目的が排除の判断基準となりますので、施設の利用目的が暴力団の活

動や、暴力団の利益につながる活動、たとえば襲名披露パーティー、暴力団の会合・会議

などとなり得る場合に、その申請者や利用者などについて伊達警察署に照会するなどをし

て、これが暴力団に該当するものであれば公共施設使用の不承認又は承認の取り消し等を

行って、暴力団の排除を進めたいということでの規則の制定であります。 

 以上説明とさせていただきます。 

◎守谷委員長 

議案第３号について，質疑はございませんか。 

◎菅原教育長 

 北海道ではこういう条例はあるんです。ただ道立の施設とか，そういうところにしか影

響しないので，各市町村に作ってくれということで言われてるんです。それぞれの市や町

で同じようなものを作ると思うんです。それで仮に暴力団が申し込んだとしても警察と連

絡を取って排除するという風にやっていきます。 

◎早瀬委員 

 たとえばよく玄関に貼ってあるようなものを貼るんですか。 

◎松下教育部長 

 その表示はするような流れになると思います。 

◎早瀬委員 

 カルチャーセンターの入り口や体育館の入り口に。 

◎菅原教育長 

 その辺は分からないのですが，担当が総務課なのですから。 

◎平田委員 

 規則だから罰則とかあるわけではないんですね。 

◎菅原教育長 

 そうですね。ただ，使わせないということを書いておかなければ使えることになってし

まいますので。それで取り消しもできますとなっています。 

◎守谷委員長 

 カルチャーセンターの人が，この団体怪しいなとなった場合，警察に連絡して確認する

とか，そういうことですね。 

◎松下教育部長 

 書いている手順ではそうなりますが，現実的にはなかなか分からないと思うので。 

◎平田委員 

 申請を受けた段階では分からないですよね。 
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◎菅原教育長 

 地元の人なら分かると思いますけど，他所からですとわからないと思いますね。 

◎守谷委員長 

他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 お諮りいたします。議案第３号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第３号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，「事業の実施・予定」について，各課からの報告をお願いします。 

〔各課から６月の事業の実施報告，７月の予定報告について説明した。〕 

◎守谷委員長 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして，平成26年６月伊達市教育委員会・定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 （15時12分） 



平成26年７月 教育委員会 

定例会 会議録 
１ 日 時 

 

        開 会  平成26年７月25日(金) 13時15分 

        閉 会  平成26年７月25日(金) 13時50分 

 

２ 場 所 

 

        市役所 第２庁舎 会議室１ 

 

３ 出席した委員の氏名 

 

        委員長  守 谷 保 夫 

        委 員  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 

        委 員  平 田 賢 弘 

        教育長  菅 原 健 一 

 

４ 欠席した委員の氏名 

 

        なし 

 

５ 委員を除くほか，会議に出席した者の職氏名 

 

        教育部長       松 下 清 昭 

        学校教育課長     鈴 木 俊 仁 

        生涯学習推進課長   石   秀 隆 

        文化課長       本 間 浩 一 

図書館長       小山田 文 彦 

学校給食センター所長 篠 原 計 浩 

         

６ 会議録作成のため指名された職員の職氏名 

 

        学校教育課企画総務係長  水 野 一 英 

 

７ 会議録署名委員 

 

        委員長  守 谷 保 夫 

        委 員  早 瀬 芳 宏 
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開 会 （13時15分） 

 

◎守谷委員長 

 ただいまから，平成26年７月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，早瀬委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，報告第１号の１案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

 まず，報告第１号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

報告第１号「（仮称）伊達市学校給食センター整備運営事業」についてご説明いたします。 

 この件につきましては，４月の教育委員会定例会においても進捗状況等を報告している

ところですけども，その後の状況等についてお手元の資料に基づいて説明させていただき

ます。 

 議案の２ページをお開き下さい。大きな１番目，「経過について」です。 

 本年３月25日に実施方針と要求水準書（案）を公表しまして，その後，民間事業者から

出された実施方針等に関する質問・意見について，回答を５月23日に市ホームページで公

表いたしました。質問・意見については98件ございました。 

 その後，平成26年第２回伊達市議会定例会において，ＰＦＩ手法により整備運営するこ

とについて，15年間の事業期間中に支払うイニシャルコストとランニングコストの総額に

ついて，47億6,724万円の債務負担行為を設定しました。 

 さらに，ＰＦＩ法の規定に基づいてこの本事業を特定事業として選定し，その評価の結

果について市ホームページで公表しました。 

 大きな２番目，「応募者の参加資格要件等」についてです。 

 応募者の構成等につきましては６種類あります。①設計企業，②建設企業，③厨房設備

企業，④工事監理企業，⑤維持管理企業，⑥運営企業。これらでもってＳＰＣという会社

を構成していただきます。それぞれの資格要件については，抜粋で書いてございますが，

ここに書いているとおりでございます。 

 ３ページをご覧ください。大きな３番目，「事業者の選定について」です。 

 公募型のプロポーザル方式によって事業者選定審査を行うこととします。 

 書類審査による資格審査と，（仮称）伊達市学校給食センター整備運営事業ＰＦＩ民間事

業者選定審査委員会による提案審査を行います。 

 提案審査においては，ここの一覧表にございますが，大項目として４項目について，得

点配分を80点とした提案内容審査を，そして，得点配分を20点とした提案価格審査による

総合評価で実施いたします。 

 その配点と得点化基準につきましては，ここに記載しているとおりでござります。 

 ４ページをお開きください。大きな４番目，「事業スケジュールについて」です 

 実施方針に関する質問・意見の中で，民間事業者から一つ意見が出されておりました。

「提案に向けて周辺施設の指定管理者や市関係各課からのヒアリング期間を十分確保して

ほしい」というご意見がございました。そのことを受けて，全体スケジュールの見直しを
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行ったところです。 

 この結果，供用開始の時期について「平成29年８月」から「平成30年１月」と変更しま

した。学校の学期で言いますと，「夏休み明けの２学期開始」から「冬休み明けの３学期開

始」ということに変更したということになります。 

 ７月22日に募集要項等の公表を市のホームページで公表をいたしました。それらにつき

まして，７月28日に民間事業者を対象とした説明会を行う予定であります。 

 民間事業者が必要に応じて各学校の給食搬入口や配膳室の確認等を実施するため，夏休

み中に学校見学期間を設定しております。 

 年が明けまして，平成27年２月16日をＳＰＣからの提案書の受付期限といたしまして，

来年５月から６月の間で優先交渉権者の選定と公表を行う予定としております。 

 ８月に仮契約の締結，平成27年第３回伊達市議会定例会に契約議案を提案し，事業契約

締結の運びということで考えてございます。 

 その後，平成27年９月から平成30年１月までの間で，民間事業者による設計，建設，開

業準備等を行って，冬休み後の平成30年１月に供用開始というスケジュールを組んでおり

ます。 

 以上，報告とさせていただきます。 

◎守谷委員長 

 報告第１号について，質疑はございませんか。 

◎平田委員 

 ３ページにあります事業者の選定についての審査体制ということで，（仮称）伊達市学

校給食センター整備運営事業ＰＦＩ民間事業者選定審査委員会というのは，もう設置され

ているということですか。 

◎鈴木学校教育課長 

はい，委員会はもう設置されております。 

それで，学識経験者の方と市の関係部長と学校の校長先生，保護者代表ということで９

名の委員をもって審査委員会は既に立ち上げてございます。 

◎松下教育部長 

学識経験者ですけども，北海道大学の教授と天使大学の教授，お二人が入っていただい

ております。 

◎守谷委員長 

結果通知やなんかで，参加資格をないと認めた理由の説明とかいうのは，大抵やるんで

すか。 

◎鈴木学校教育課長 

そうですね。何が不足していましたよ，ということでの通知だとかをすることになりま

す。 

◎菅原教育長 

ＰＦＩ法という法律でやりますので，けっこう厳格というか厳しいんですね。 

◎守谷委員長 

 他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 それでは，報告第１号については，報告として受理することといたします。 
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 次に，「事業の実施・予定」について，各課からの報告をお願いします。 

〔各課から７月の事業の実施報告，８月の予定報告について説明した。〕 

◎守谷委員長 

 次に，情報提供がありますのでお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長  

〔新規外国語指導助手について，学校適正配置に係る経緯について情報提供を行った。〕 

◎守谷委員長 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして，平成26年７月伊達市教育委員会・定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 （13時50分） 



平成26年８月 教育委員会 

定例会 会議録 
１ 日 時 

 

        開 会  平成26年８月22日(金) 13時15分 

        閉 会  平成26年８月22日(金) 14時02分 

 

２ 場 所 

 

        市役所 第２庁舎 会議室１ 

 

３ 出席した委員の氏名 

 

        委員長  守 谷 保 夫 

        委 員  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 

        委 員  平 田 賢 弘 

        教育長  菅 原 健 一 

 

４ 欠席した委員の氏名 

 

        なし 

 

５ 委員を除くほか，会議に出席した者の職氏名 

 

        教育部長       松 下 清 昭 

        学校教育課長     鈴 木 俊 仁 

        生涯学習推進課長   石   秀 隆 

        文化課長       本 間 浩 一 

図書館長       小山田 文 彦 

学校給食センター所長 篠 原 計 浩 

         

６ 会議録作成のため指名された職員の職氏名 

 

        学校教育課企画総務係長  水 野 一 英 

 

７ 会議録署名委員 

 

        委員長  守 谷 保 夫 

        委 員  平 田 賢 弘 
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開 会 （13時15分） 

 

◎守谷委員長 

 ただいまから，平成26年８月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，平田委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，議案第１号から報告第１号までの，以上３案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

 まず，議案第１号について，生涯学習推進課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎石生涯学習推進課長 

議案第１号「平成26年度伊達市一般会計補正予算（教育費関係予算）」についてご説明

いたします。 

 議案の３ページでご説明させていただきたいと思います。 

本案件は，カルチャーセンターにありました旧トレーニング室の改修事業についてでし

て，今回，９月の第３回定例会におきまして，今年度の補正予算として要望をしていきた

いと思っております。 

カルチャーセンターのトレーニング室ですが，今年４月に総合体育館に新たなトレーニ

ング室ができましたので３月末に廃止しておりました。この間，跡利用をどうするかとい

うことで検討してまいりまして，資料の方の事業概要欄にも若干触れさせていただいてお

りますが，まず基本としてはカルチャーセンターの利用率の向上，また利便性の向上とい

うことを前提としまして，貸室的な開始も考えたのですが，庁内の方で行っております「子

ども・子育て支援事業計画」，これは現在，平成26年度中に策定するということで作業中ら

しいのですが，この計画策定にあたりアンケート調査を実施したと。その中で，非常に保

護者の方から，雨天時ですとか冬場の子どもの遊び場に関して屋内施設の要望の声が多か

ったことも踏まえまして，もともとカルチャーセンターの方には授乳室だとか，おむつ替

え室ですとか，そういった設備もございませんでしたので，この機会にもともとあったト

レーニング室の部分につきましては，キッズルームということで，お手元に図面（案）を

お配りしておりますが，一部飲食スペースであるとか，乳幼児スペースを作りまして，指

導員室で使っていたスペースに乳幼児トイレ，授乳室，おむつ替え台を備えたスペースを

作りたいということで，改修費を組んでおります。 

先ほど，カルチャーセンターの利便性の向上という面のお話を申し上げましたけども，

この場所を活用して親子の触れ合いですとか，子育て世代の交流の場にも役立てるもので

はないかと，いうようなところで考えたものでございます。 

改修に当たりましては記載しておりますけども，消耗品の他，改修工事で1,356万５千円，

また，おむつ交換台ですとか乳児用ベッドですとか，キッズルーム用ベッドといたしまし

て400万円を計上いたしまして，合計1,776万５千円ということで補正予算を提出したいと

思います。 

次に，議案４ページになります「おおたき国際スキーマラソン大会補助金」ということ

で，来年２月８日に開催を予定しております。今回，第25回という節目といたしまして，

北海道市町村振興協会の「いきいきふるさと推進事業助成金」の対象になるということで
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申請しておりました。６月下旬に助成金100万円の交付決定を受けまして，今回記念事業イ

ベントとして，元オリンピック選手の夏見円さんを招へいしたりですね，形に残る参加記

念品をということで，それらの交流経費，また会場設営等必要な経費分に，その助成金を

当てまして，当初予算ですと500万円ですが助成金100万円を上乗せする補正をするもので

ございます。 

次に，議案５ページになります「Ｂ＆Ｇ海洋センタープール施設解体工事費」でござい

ます。 

６月議会で条例の一部を改正いたしましてプールは廃止しております。今回プールです

とかフェンス，また更衣室部分などの解体，そして合わせて解体後の整地経費といたしま

して，2,102万８千円を補正するものでございます。 

当初，今回の補正の中で跡地についてはパークゴルフ場のコースの一部に活用したいと

いうことで芝生化も考えたのですが，工事で１カ月半かかるということでございまして，

今回整地までという工事費にしております。来年度当初予算で芝生化に向けての予算を要

望したいと考えております 

以上です。 

◎守谷委員長 

 議案第１号について，質疑ございませんか。 

◎早瀬委員 

 カルチャーセンターの件ですが，このこと自体に異存はないのですが，向かい側にシャ

ワー室がありますけども，トレーニング室が使われなくなるとシャワー室も使われなくな

るような気がするのですが。そこは改修の計画は無いのですか。 

◎石生涯学習推進課長 

 ３月末で廃止して，そのあとシャワー室は残したのですが，その後４～６月にかけて件

数的には月10数件ですが，利用されている実態がございまして，災害の際に避難所という

機能もあるものですから，シャワー室は現状のとおり残していくことで考えていました。 

◎早瀬委員 

 わかりました。 

◎守谷委員長 

 避難所というのは市で言っているわけであって，助成金がつくわけではないですね。 

◎石生涯学習推進課長 

 それはないですね。市の災害対策本部で設置するとそのように使われるというだけで，

あとは災害救助法の適用を受けるとそれに関する経費はあとから国からというのはあると

思いますけども。維持管理上はないです。 

◎守谷委員長 

 これは，なんでこういう話になったのですか。 

◎石生涯学習推進課長 

 トレーニング室の廃止のことで条例含めていろいろ定例教育委員会の中でもお話しはさ

せていただきましたが，なかなか単なる貸室でいいものか，それとも１つにはリハーサル

室の第２リハーサル室にしてはどうかだとか，どのような活用をしていくか廃止するまで

の間に結論が付かなかったのも正直な部分です。 

丁度このアンケート調査というのが昨年の12月くらいに実施して１月くらいから回収を

始めていたようです。そのアンケートの回収の状況を情報でいただいて，もともと預かり
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保育ができないかだとか，総合体育館の方でも大会等があるので，そのような発想もあり

まして，今回，まずは遊び場という部分に注目してこのような方法を現在考えたと。当初

予算で本来廃止をして今年度の部分で組み立てたかったんですけど，その時点ではどのよ

うな活用をするかというところを決定できていなかったものですから，今の時期になった

ということで申し訳ありませんでした。 

◎菅原教育長 

丁度ですね，おむつを替えたり授乳をする場所がカルチャーセンターに無いんです，そ

もそも。子どもの遊び場ということでアンケート調査が出てきたので，伊達にはそういう

所があまり無いものですから。そういったイベントとかがあって，お母さん方がそこに来

た時に，授乳室が無かったら困るので，合わせてそこでも使えるような形で考えたという

ことです。 

 工期と供用開始の関係はどうなっていますか。 

◎石生涯学習推進課長 

運営に関しての予定ですが，工期で概ね３カ月あればできるのではないかという話を受

けております。９月で議決を受けて，その後入札，契約を行って，早ければ１月末若しく

は２月の上旬位には引き渡されるのではないかと聞いております。ただ，実際施設がこの

ように使えるようになったことを含めた周知期間ですとか，一定の特定の期日を見定めな

いとならないなと思っておりまして，基本，今のところ年度替わりである４月１日と思っ

ているのですが，日にちの目途がはっきりすれば，広報の周知期間ですとか，例えば保育

所の方にもチラシを配るですとか，そういったのを見計らってですね，前倒しで３月１日

であるとか，２月中ということで前倒して使用できることにしたいと考えております。 

運営ですが，今，少しずつ指定管理者の方と設置した場合の運営方法を協議しています。

利用状況も把握していかなければならないだろうということもあって，受付の方法ですと

か，職員が常駐するわけではないので，その辺の巡回のこと，また清掃関係，そういった

細々な部分をこれから改めて詰めていきます。 

開設としては，対象は０歳児から３歳児位を対象に考えています。その保護者の方と一

緒に子供たち，保護者の方が集えるようにと思っていまして，時間としてはカルチャーセ

ンターが開館している９時から17時までを利用時間と考えておりまして，実際イベントで

すとか夜の催し物もあるので，例えばそういったところの時間で託児の形で使うのであれ

ば22時まで利用できるようにと考えております。 

◎守谷委員長 

 今，母子教育かなんかで保健センターでやっていますよね。その会場は保健センターで

すよね。それはここではできないのですか。 

◎石生涯学習推進課長 

 場所には狭いと思います。 

◎守谷委員長 

 そのほかございませんか。 

◎平田委員 

 私も子供がいますので，こういう場はとても必要だと思っていたので，とてもいいこと

だと思うのですが，先ほどおっしゃられたように，常駐される方がいないということで安

全管理がちょっと心配。受付からも死角になってしまうので。その部分が少し心配だとい

うのと，イベント催し物時にやっぱり，ただ大ホールでやって託児はここを使ってくださ
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いと言った時に，主催者は責任もって託児する保育士を手配できるのか，その場合一般の

方との振り分けはどうするのかというところをもう少し詰めた方がバタバタしなくていい

のではないかという気がします。 

 もし，できれば防犯カメラか何か設置したほうが管理し易いかというようには感じてお

りました。 

◎石生涯学習推進課長 

 安全管理の面も，確かに人が常駐して様子を伺っているわけではないので，指定管理者

の方ともその辺，今は巡回というようなイメージで相談していますが，ちょっと内部では

防犯カメラといいますか施設内のカメラ，モニターも所々ありますので，そこに増設でき

ないかどうか検討するように指示はしています。 

今のところ私どもとしては託児事業までには手を伸ばしきれないので，イベントの際に

託児の業務をしているところとしてはシルバー人材センターしか存じ上げないのですが，

そういったところで人を派遣してもらって行う方法も１つにはあるというような情報の提

供ですとか，室蘭でもそうなんですが，主催者側の役員等がそこを使うと，責任をもって

そこで託児を行うというような形を行っておりますので，その方策については実際運用上

想定できますので，詰めていきたいと思っています。 

 あと，一般の利用と託児であるとかイベント時の専用利用と，ここをどう分けていくか

というところも議論に上がっていますので，その辺詰めていきたいと思っています。 

◎守谷委員長 

 他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 お諮りいたします，議案第１号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第１号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第２号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いします。 

◎鈴木学校教育課長 

議案第２号「教育委員会の点検・評価について」をご説明いたします。 

 本件につきましては，７月25日に開催されました委員協議会におきまして，素案につい

て協議していただいたところでございます。 

 今回は，外部評価者の意見を付したものを議案として提出いたしますので，承認してい

ただきたく提案するものでございます。 

 以上です。 

◎守谷委員長 

 議案第２号について，質疑ございませんか。 

◎平田委員 

 前回，石課長からもありましたように，家庭教育の見方というのは，ある程度難しい状

態になってきていると思うので，ここはこれでいいとは思うのですが，やっぱり通年で家

庭教育の在り方を考えていかなければ。 

時代がかなり変わってきているので，家庭だけに家庭教育を押し付けられないし，かと
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いって社会教育でもそれができないとなると，じゃあどうするんだということになります

ので，これは考えていけたらなと思います。 

◎守谷委員長 

 他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 お諮りいたします，議案第２号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第２号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，報告第１号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いします。 

◎鈴木学校教育課長 

 報告第１号「平成27年度使用小学校用教科用図書及び学校教育法附則第９条に規定する

教科用図書の採択について」をご説明いたします。 

 本件につきましては，平成27年度から４年間，小学校で使用する教科書の採択について

のものです。それから学校教育法附則第９条といいますのは，特別支援学級で使用する教

科書について定めるものでございます。 

 内容につきましては，議案書の66ページ，別紙の小学校用教科用図書一覧というのをご

覧いただきたいと思います。それと別紙で，報告第１号関係ということで資料を１枚もの

としてお配りしてございます。ここに今回の採択経過についてまとめてございます。 

 簡単にこの採択経過についてご説明いたしますと，５月20日に第10採択地区教育委員会

協議会が開かれました。そしてその中に調査委員会ということで，５月30日に調査委員会

委員の推薦を決定し，６月20日に調査委員を委嘱，そしてこの調査委員会の中で６月30日

から７月15日まで，いろいろと教科書についての検討をしていただいております。 

７月23日で教育委員会協議会（第３回）というのがございまして，この中で今回の平成

27年度から使用する教科用図書の採択を決定しております。 

そして，伊達市立学校管理規則の中で「学校において使う教科書については校長の意見

を聞いて委員会が採択する」ということになってございますので，それを受けて８月６日

に校長会に意見を伺いまして，８日に回答をいただいております。 

その後，教科用図書の採択を決定ということで，教育長の事務委任を受けての決定を行

い，本日の８月22日の教育委員会への報告といったことで今回の採択の流れとなってござ

います。 

 大きな２番目の特別支援学級用図書につきましても同様に，８月６日に校長会に意見を

伺いまして，回答を受けて本日の教育委員会への報告という流れになっております。 

 議案書に戻っていただき66ページ，別紙の小学校用教科用図書一覧をご覧ください。 

 この中で，備考欄を見ていただきますと，書写だけ発行者が新規ということで光村図書

に変更になってございます。それ以外は従前と同じ会社のものを使用するということの決

定でございます。 

 書写につきましては，これまでは教育出版のものを使用していたところですが，国語が

光村図書ということになってございますので，その国語との整合の必要から変更すべきと

いう意見もございまして，協議の結果，光村図書に変更となったものです。 
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 小学校の特別支援学級用図書につきましては，下の方に記載のとおりです。 

 以上，報告第１号の説明とさせていただきます。 

◎菅原教育長 

 補足で説明しますが，この第10採択地区というのは室蘭市と苫小牧市を除いた胆振管内

の市と町，ですから市は伊達と登別，あと町は全部入っています。 

 そこの教育長が集まって教科書を決定するのですけども，調査員というのを学校の先生

とかにお願いして調査してもらって，その内容を見て最終的に教育長が協議して決めると

いうことになります。 

 先ほど，書写だけが今回変わったのですけども，前は教育出版でした。特別，教育出版

でも大きな支障は無いという話はある教育長からも出ていたんですけども，国語の習う字

と書写で出る字というのが同じ時期に，同じ会社なものですから，やはりこちらの方がい

いということになりまして，それで今回書写については光村図書に変更となったというこ

とです。 

◎守谷委員長 

 報告第１号について，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 それでは，報告第１号については，報告として受理することといたします。 

 次に，「事業の実施・予定」について，各課からの報告をお願いします。 

〔各課から８月の事業の実施報告，９月の予定報告について説明した。〕 

◎守谷委員長 

 次に，情報提供がありますのでお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長  

〔学校適正配置の進捗状況について情報提供を行った。〕 

◎守谷委員長 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして，平成26年８月伊達市教育委員会・定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 （14時02分） 



平成26年９月 教育委員会 

定例会 会議録 
１ 日 時 

 

        開 会  平成26年９月26日(金) 13時15分 

        閉 会  平成26年９月26日(金) 15時00分 

 

２ 場 所 

 

        市役所 第２庁舎 会議室１ 

 

３ 出席した委員の氏名 

 

        委員長  守 谷 保 夫 

        委 員  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 

        委 員  平 田 賢 弘 

        教育長  菅 原 健 一 

 

４ 欠席した委員の氏名 

 

        なし 

 

５ 委員を除くほか，会議に出席した者の職氏名 

 

        教育部長       松 下 清 昭 

        学校教育課長     鈴 木 俊 仁 

        生涯学習推進課長   石   秀 隆 

        文化課長       本 間 浩 一 

図書館長       小山田 文 彦 

         

６ 会議録作成のため指名された職員の職氏名 

 

        学校教育課企画総務係長  水 野 一 英 

 

７ 会議録署名委員 

 

        委員長  守 谷 保 夫 

        委 員  菊 地 裕 子 
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開 会 （13時15分） 

 

◎守谷委員長 

 ただいまから，平成26年９月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，菊地委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，議案第１号から報告第２号までの，以上６案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 なお，選挙第１号，指定第１号，報告第１号及び報告第２号は，人事に関する案件です

ので地方教育行政の組織及び運営に関する法律第13条第６項の規定により非公開として進

め，報告第１号及び報告第２号につきましては，関係部課長以外にも退出していただきた

いと思いますが，よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

 まず，議案第１号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

議案第１号「学校適正配置に係る達南中学校の伊達中学校への統廃合について」をご説

明いたします。 

本件につきましては，平成19年11月に策定された伊達市立小中学校適正配置基本方針に

基づいて，別紙１のとおり，達南中学校の伊達中学校への統廃合を進めるというものであ

り，その実施計画は，別紙２のとおりとするというものです。 

議案書の２ページをお開きください。 

本市の児童生徒数は，少子化の影響により，昭和60年から比較すると平成26年ではおよ

そ２分の１にまで減少しております。 

こうした中，平成18年７月に伊達市教育委員会は伊達市学校適正配置検討委員会に対し

て小中学校の適正配置のあり方について諮問し，平成19年２月にその答申を受けました。 

その後，市教育委員会といたしまして平成19年11月に「伊達市立小中学校適正配置基本

方針及び実施計画」を策定し，この基本方針等に基づきまして，平成22年４月には長和中

学校及び有珠中学校を光陵中学校に統合しました。 

一方，達南中学校につきましては，昭和22年の開校以来，平成25年度までに4,050人の卒

業生を送り出していますが，生徒数は，昭和60年の248人と比較しますと，平成26年５月で

は65人でありますので，およそ４分の１にまで減少したというところでございます。 

さらに平成27年度以降の生徒数が恒常的に60人を下回ることが確実であると見込まれま

すので，「１学年20人未満，すなわち全校生徒数が60人未満になると中学校における集団活

動の展開が難しいことから，この人数を下回ることが恒常化する場合は，統廃合を進める」

という基本方針等に基づきまして，達南中学校の伊達中学校への統廃合を進めるというも

のでございます。 

子どもたちに良好な教育環境を提供するためには，豊かな人間関係の中で，多様な集団

としての学級編成が行われて，多様な考え方を持つ子どもたちが出会い，そしてその中で

協調性や社会性を育みながら，望ましい人間関係を築くことが大切と言われております。 

統合によりまして，専門教科の教員，複数の教員による指導を受けたり，クラブ活動・
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部活動での選択肢が増えたり，運動会や学校祭などの学校行事等において活躍の場面が与

えられたり，と子どもたちに良い教育環境を提供できることを第一に進めてまいりたいと

考えているところでございます。 

なお，統廃合の実施時期につきましては，円滑な交流事業の実施及びスクールバス等の

運行経路の検討期間の確保を考慮いたしまして，平成28年度末をもって達南中学校を廃止

し，平成29年度に伊達中学校へ統合するということで考えてございます。 

議案書の３ページに，適正配置実施の対象校を達南中学校とすること，適正配置の進め

方として統廃合の実施時期，説明会の開催，統合準備協議会の設置について定めた実施計

画を掲載してございます。 

以上，説明といたします。 

◎守谷委員長 

 議案第１号について，質疑ございませんか。 

◎平田委員 

 保護者との話は，だいぶされているということですか。 

◎鈴木学校教育課長 

保護者とは平成25年７月頃から，ＰＴＡの役員さんを始め保護者の方，そしてそういっ

た形での意見交換会を各校，今対象校は達南ということですけども，達南中学校，そして

稀府小学校，黄金小学校，それぞれの保護者の方々との意見交換を進めてまいりました。 

◎守谷委員長 

 他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 お諮りいたします，議案第１号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎守谷委員長 

 議案第１号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第２号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いします。 

◎鈴木学校教育課長 

議案第２号「平成26年度全国学力・学習状況調査「北海道版結果報告書」への市町村別

結果の掲載同意について」をご説明いたします。 

本件につきましては，平成26年９月４日付けで北海道教育委員会教育長から照会があり

ましたので，伊達市として「報告書」への掲載について同意するものといたしたいという

ものでございます。 

別冊の「議案第２号関係資料」という資料がございますので，こちらをご覧いただきた

いと思います。 

こちらは，北海道教育委員会教育長からの文書でございますが，この資料の３ページ，

別添１でございますが，国が定めた「平成26年度全国学力・学習状況調査に関する実施要

領」というものがございます。さらに７ページをお開きいただきたいと思います。７ペー

ジの上から５行目でございますが「教育委員会や学校が，保護者や地域住民に対して説明

責任を果たすことが重要である」ということで明記されてございます。 

道教委におきましては，この実施要領に基づいて一層きめ細かく分かりやすい調査結果
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を示すという観点から，市町村教育委員会の同意を前提といたしまして…，申し訳ござい

ません，今の関係資料の１ページ目に戻ります。中ほどですね。「道教委では」という所

でございます。道教委では，この実施要領に基づいて一層きめ細かく分かりやすい調査結

果を示す観点から，市町村教育委員会の同意を前提として，11月を目処に公表を予定して

いる「北海道版結果報告書」に，「別添３により作成した市町村の結果を掲載し公表する

ことといたしました」とございます。 

資料の17ページをお開きください。 

別添３は「道教委による市町村名を明らかにした公表の基本フォーマット」というもの

でございます。「教科全体の状況」というところで「教科の領域別に全国を100とした場合

の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示した」というものがこの丸い図となって

ございます。 

さらに，このレーダーチャートに加えまして，資料の18ページ以下に示された「基本フ

ォーマットに加えて掲載するデータ例」がございます。こういったものを参考としながら，

各市町村において成果が表れているデータですとか，市の取組の特色が表れているデータ

などを先ほどの別添３の中程から下の方にまとめて市町村の結果を公表するということの

資料でございます。この特色が現れているデータ等につきましては，今後，校長会とも協

議をしながら掲載するものを何にするかといったことを協議して，それをもとに掲載して

まいりたいと考えてございます。 

この基本フォーマットに基づくものを，伊達市として，小学校で１枚，中学校で１枚を

北海道の報告書に掲載することとなります。この場合は，学校名を明らかにした公表とは

なりませんし，平均正答率等の数値は，この報告書の中では掲載しないということでなっ

てございますので，この基本フォーマットに基づいた資料を掲載することについて同意を

いたしたいというものでございます。 

以上が議案第２号の説明でございます。 

◎守谷委員長 

 議案第２号について，質疑ございませんか。 

◎早瀬委員長 

 これは，当然，公表しない市町村ももちろんある。今の段階では分からないでしょうけ

ども，どのくらいの割合でしょうか。 

◎菅原教育長 

先程ニュースを見たら，どこだかのまちは参加しないと出ていました。９月１日に管内

の教育長会議があったんですけども，全部の教育委員会には聞いてはいないんですが，今

のところ私の聞いた話では，苫小牧市と登別市は参加するということで，他の所も恐らく

そういう方向ではないかと思います。 

そもそも，伊達市は平均正答率，全国・全道比較の数値を元々公表してありますので，

前々回から。これはどちらかというと，領域別にどこが弱いのか強いのかというのが分か

る様な内容なので，公表して市民の皆さんに知らせておくべきだろうなと考えております。 

ただ学校別の公表については，学校間に差があるものですから，ちょっと公表はですね，

市長とも話してあるんですけども，公表はしないということで話はしていますので，教育

長の立場としては学校別の公表については，まだ時期が早すぎて問題が多いので，これは

ちょっと控えるべきだと思っています。 

◎守谷委員長 
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 これは，公表するとなると，基本フォーマットか何かにやりなさいというのは，道教委

の方針ですか。 

◎松下教育部長 

 道教委がこのような形で公表したいということです。 

◎守谷委員長 

 星の丘小中学校を除いた全校。 

◎松下教育部長 

 そうです。 

◎守谷委員長 

 議案第２号について質疑ございませんか。 

◎平田委員 

 市として出す部分には問題ないと思いますが，学校側が多分これから問題になってくる

と思うのですが，これを見るとすごく差が，できている学校とできていない学校差がすご

く著しい，少人数とそうでないところというのがあるのでしょうけども，ただこれは確か

に問題意識を持たせるという意味ではすごく大事だなと思うんです。 

 少人数だからできて，少人数だからできないかという話にはならないと思うので，どの

段階で教育長が判断されるか分からないですけど，出していく方向性というのも一つの方

法論としてはあってもいいのかなという気はちょっとだけします。 

◎早瀬委員 

 これは，先生達は見るのですか。学校の平均点というのは。 

◎菅原教育長 

 これはですね，校長会には学校名を伏せて出しています。 

◎松下教育部長 

 校長会には伏せていますけども，校長は各校の自分の数字は分かっていますので，そう

しますと自ずから分かってくるとは思います。 

◎菅原教育長 

 それぞれ低い学校はですね，校長は危機意識を持ってやっているんですけども，なかな

か教員がそれにうまく対応していない部分もあるのかなという気はします。 

◎守谷委員長 

 小規模校だと１人の先生が複数の科目を中学校で教えるというのがあるのでしょう。 

◎松下教育部長 

 主要教科については，どんな小さな学校でも専任がいるはずです。ただそれ以外の教科

は免外で持つような状況になると思います。 

 達南中学校で言えば，校長，教頭入れて９人という教員数ですから，主要な教科につい

ての免許を持っている先生はいますけども，それ以外の部分についてはいないということ

なので。 

◎守谷委員長 

 主要教科というと，英数国理社の５科目。 

◎松下教育部長 

 それと体育は，どこの学校もいると思います。 

◎守谷委員長 

 今は，伊達中学校の先生が例えばどこかの中学校に行って教えるということは無いので
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しょう。 

◎松下教育部長 

 無いですね。 

◎菅原教育長 

 小さな学校は，かなりできる子がいれば平均点数はすぐ上がってしまうんですね。人数

が少ないから。逆に大きい学校というのは，平均が低いということは下位層がたくさんい

るので，基礎学力をきちんと身につけないまま，小学校の３・４年生が一番大事な部分な

のですけども，もう６年生になってしまうということになってくると思います。 

 当然，できる子は上位にたくさんいるんですけども，平均よりも下の階層をどうやって

引き上げるかというのが課題だと思っています。 

◎守谷委員長 

 この表を単純に見ると，小学校はあまり上手く教育できていなくて，中学校になると上

手く教育できているということが言えますね。 

◎松下教育部長 

 決してそういうことではないと思うのです。たまたま，そういう学年だったということ

が。小学校時代の多分できた学年が上がって…。 

◎守谷委員長 

 でも，全部合わせたら一学年300人とかいるわけですよね。それだったらやっぱりそうい

うことも言えるのでは。 

◎菅原教育長 

 やはり，中学校に入ってきたら教科担任制で小学校と教え方も違うし。子どもの方が，

小学校はどちらかというと，先生と親しく授業やる感じで。中学校に入ると違いますから。 

◎松下教育部長 

 各学校はそれなりに，取組はその結果を受けてですね，夏休み中に補習授業をやってい

たり，そういう補うことはしているのでしょうけども，ただ学力を上げるのに特効薬は無

いと思うので，地道に先生方がどれだけ努力してくれるのかということと，家庭に帰って

からの学習というのもすごく大きな部分があるのかなと思いますので，全て学校だけと決

め付けるのもどうなのかのという気もしますけど。 

◎守谷委員長 

 今は宿題を出さない方式なのですか。 

◎菅原教育長 

 そういうことではないですね。 

◎平田委員 

 でも少ないですね。 

 これ市として公表するということは良いとして，例えば教育委員会としてそれぞれの正

答率を目標値として，これくらい設定して取り組んでいきますよというのは，やったりは

されないのですかね。 

◎菅原教育長 

 目標値はですね，北海道が全国平均並ということで目標を決めていますので，伊達市も

当然のこととして，小学校は全道平均いっていないですけども，本来ですと今年度中に，

今回の試験ですね，全道平均を目指そうということで取り組んで，ここ３年くらいですか，

やっていて徐々に結果は上がってきています。 
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 例えば小学校，伊達もそうなんですけども４教科の平均が全国平均より3.6下回っていま

すね。去年はどうだったかというと，4.4下回っていましたので，改善は徐々にはしてきて

いると思います。 

◎早瀬委員 

 先生達は，研修会などは毎年やっていますよね。 

◎菅原教育長 

 毎年やっていますけど，こう言っては何ですが，先生方にも温度差はやっぱりあります

よね。熱心に来るところもあるし，そうでない学校もあるし。 

◎守谷委員長 

 校長は２年から３年おきに替わりますね。その時の校長によって成績の上下は見えます

か。 

◎松下教育部長 

 そう極端なものは無いですね。ただ教育長が言われたように，一般の先生のモチベーシ

ョンがどうなのかという部分はあるのかもしれませんね。 

◎守谷委員長 

 将来もこの学力テストは国語と数学２科目で。 

◎菅原教育長 

 来年は理科が入りますね。４年に１回理科が入ります。 

◎松下教育部長 

 合わせて，伊達市でも独自の学力テストをやっていますので，それは個人評価がグラフ

になってついていて，それが次の学年にも引き継がれていく。最後は中学校まで行くとい

う形になっているので，どこが劣っていてどこが勝っているかという部分を，その持った

先生が意識してどう指導していただけるかによっても，これから変わってくると。そうい

う風に使っていただければなと。 

◎菅原教育長 

 結果は保護者にも渡していますので，自分の子どものどこが弱いというのも保護者は分

かっているはずなんです。あとは家庭の中で，やはり規則正しく，テレビを見る時間とか

ゲームをやる時間も決めてやるようなことをしなければ，なかなか。この間の体力・運動

能力で小学校５年生と中学校２年生がやった結果を見ましたら，やっぱり土曜日は，少年

団活動をやっている子は体を動かしているのですが，やってない子は家でゲームをやって

いる子が圧倒的に，４割くらいはそんな感じで。そこをもうちょっと親の方からも指導し

てもらえればだいぶ違うのかなと思うのですけども。 

◎平田委員 

 読書が好きな児童が伊達市は少ないと書いていますけども，図書館にもっと行っていた

だけるように。 

◎菅原教育長 

 今，光陵中学校でも小学校の連携ということでやっておりまして，先生方が中学校から

小学校に行ったりしていますので，中学校の先生にしてみれば小学校の学習態度も含めた

部分をもうちょっときちんとしてもらいたいという思いも，中学校来た時に中１ギャップ

にならないように，そういった思いもあると思うので，そういった交流も進めていますの

で，それは引き続き積極的にやって欲しいということで，それは伊達中学校の方にも話し

てあります。 
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◎守谷委員長 

他に質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎守谷委員長 

 お諮りいたします，議案第２号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

選挙第１号「委員長の選挙について」は，早瀬委員を教育委員長に選任する。 

 

指定第１号「委員長職務代理者の指定について」は，菊地委員を委員長職務代理者に指

定する。 

 

◎守谷委員長 

 次に，各課からの事業報告をお願いします。 

〔各課から，事業の報告について説明した。〕 

◎守谷委員長 

 次に，菊地委員・菅原教育長から北海道都市教育委員会連絡協議会定期総会の参加報告

がありますのでお願いいたします。 

（菊地委員，菅原教育長より北海道都市教育委員会連絡協議会定期総会への参加報告が行

われた。） 

 

報告第１号の非公開案件は，原案のとおり受理される。 

 

報告第２号の非公開案件は，原案のとおり受理される。 

 

◎守谷委員長 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして，平成26年９月伊達市教育委員会・定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 （15時00分） 



平成26年 10月教育委員会 
定例会 会議録 

 

１ 日 時 

 

        開 会  平成26年10月24日(金) 13時15分 

        閉 会  平成26年10月24日(金) 14時02分 

 

２ 場 所 

 

        市役所 第２庁舎 会議室１ 

 

３ 出席した委員の氏名 

 

        委員長  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 

        委 員  平 田 賢 弘 

        委 員  岩 本 秀 一 

        教育長  菅 原 健 一 

 

４ 欠席した委員の氏名 

 

        なし 

 

５ 委員を除くほか，会議に出席した者の職氏名 

 

        教育部長       松 下 清 昭 

        学校教育課長     鈴 木 俊 仁 

        生涯学習推進課長   石   秀 隆 

        文化課長       本 間 浩 一 

図書館長       小山田 文 彦 

        学校給食センター所長 篠 原 計 浩 

 

６ 会議録作成のため指名された職員の職氏名 

 

        学校教育課企画総務係長  水 野 一 英 

 

７ 会議録署名委員 

 

        委員長  早 瀬 芳 宏 

        委 員  岩 本 秀 一 
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開 会 （13時15分） 

 

◎早瀬委員長 

 ただいまから，平成26年10月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，岩本委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，議案第１号から議案第３号までの，以上３案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 本日の議案は，全て人事に関する案件ですので地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第13条第６項の規定により非公開として進め，議案第２号及び議案第３号につきまして

は，関係部課長以外にも退出していただきたいと思いますが，よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

 

 議案第１号の非公開案件は，原案のとおり承認される。 

 

◎早瀬委員長 

 次に，各課からの事業報告をお願いします。 

〔各課から，事業の報告について説明した。〕 

 

 議案第２号の非公開案件は，原案のとおり承認される。 

 

議案第３号の非公開案件は，原案のとおり承認される。 

 

◎早瀬委員長 

 次に情報提供がありますのでお願いします。 

◎鈴木学校教育課長 

〔学校職員の事故報告について情報提供が行われた。〕 

◎早瀬委員長 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして，平成26年10月伊達市教育委員会・定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 （14時02分） 



平成26年 11月教育委員会 
定例会 会議録 

 

１ 日 時 

 

        開 会  平成26年11月28日(金) 13時30分 

        閉 会  平成26年11月28日(金) 14時34分 

 

２ 場 所 

 

        市役所 第２庁舎 会議室１ 

 

３ 出席した委員の氏名 

 

        委員長  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 

        委 員  平 田 賢 弘 

        委 員  岩 本 秀 一 

        教育長  菅 原 健 一 

 

４ 欠席した委員の氏名 

 

        なし 

 

５ 委員を除くほか，会議に出席した者の職氏名 

 

        教育部長       松 下 清 昭 

        学校教育課長     鈴 木 俊 仁 

        生涯学習推進課長   石   秀 隆 

        文化課長       本 間 浩 一 

図書館長       小山田 文 彦 

        学校給食センター所長 篠 原 計 浩 

 

６ 会議録作成のため指名された職員の職氏名 

 

        学校教育課企画総務係長  水 野 一 英 

 

７ 会議録署名委員 

 

        委員長  早 瀬 芳 宏 

        委 員  平 田 賢 弘 
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開 会 （13時30分） 

 

◎早瀬委員長 

 ただいまから，平成26年11月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，平田委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，議案第１号から報告第１号までの，以上７案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 なお，議案第６号及び報告第１号は，人事に関する案件ですので地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第13条第６項の規定により非公開として進め，関係部課長以外にも退

出していただきたいと思いますが，よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

 まず，議案第１号について，文化課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎本間文化課長 

議案第１号「伊達市アートビレッジ文化館条例」についてご説明いたします。 

 この条例につきましては，９月定例委員会で情報提供させていただいたものであります。 

議案書の５ページの説明資料をご覧いただきたいと思います。 

これにつきましては，文化研究所アトリエを改修しているという部分で補助を受けたこ

ともありまして，公共施設としての条例を定めなさいということを受けている部分であり

ます。 

研究所も平成21年７月１日から野田先生の絵を飾ってあるコレクションルームを公開し

ています。本来ならば，その時にこういう公共施設としての条例を作るべきだったのです

が，今回これに合わせて制定するというものであります。 

中身としましては，まず，開館時間につきましては午前９時から午後５時まで。開館日

は，市の職員が勤務する日のみ，と考えております。 

これにつきましては，指定管理者制度も導入できるという中身になっておりますので，

開館日と開館時間につきましては，指定管理となった時点で延長するものなのか，それと

も，もと開館日を増やすものなのか，その辺は検討していくという形で考えております。  

そして，この附則の中で施行日は来年の４月１日となっていますが，もう一点，「議会

の議決に付すべき重要な施設の利用又は廃止に関する条例」の一部改正ということで，市

の重要施設を列記している条例があるのですが，その最後の40番目にアートビレッジ文化

館を付け加えるという部分です。 

これにつきましては，10月一杯パブコメを行いましたが，意見等が無かったため原案の

まま議会に上程するということで考えております。 

以上でございます。 

◎早瀬委員長 

 議案第１号について，質疑ございませんか。 

◎菅原教育長 

 施設の中身を説明した方がよいのでは。 

◎本間文化課長 
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 ６ページになります。色のついている部分と白抜きの部分がございます。 

 色の付いている部分がアートビレッジ文化館となります。白い部分が今までどおりの噴

火湾文化研究所という形で分けるようにしております。 

 アートビレッジ文化館は，最終的に指定管理になった場合は，この全てを維持管理して

もらおうと考えております。既存の研究所についても管理をしていただくのですけども，

これは市の職員がこちらの方で作業をするような形で考えております。 

◎早瀬委員長 

 入館料は無料ですか。 

◎本間文化課長 

 現在，見ていただけるものとしては，野田先生のコレクションルームとかシャーマンコ

レクションなのですが，そのほとんどが寄託を受けたもですから，それを見せてお金を取

るというのは無理かなということです。 

◎早瀬委員長 

 入館したら，この色塗りのところは，あとは自由にということですか。だれかついてく

れるのですか。 

◎本間文化課長 

 自由に入っていただくのは構わないのですが，コレクションルームやシャーマンコレク

ションは非常に貴重な物ですから普段は全部鍵をかけております。ですから，職員に声を

かけていただいて案内するというような形で考えております。 

 今までも公開はしておりましたが，そんなに数はいないということで，職員で対応でき

ると思います。 

◎平田委員 

 せっかくやられるのであれば，小学生とか中学生，あるいは他地域からの修学旅行生を

呼び込んで見せてあげるというのもいいのではないかなと思います。 

◎早瀬委員長 

 公開というのは，一部ずつ交替しながらやってたりするのですか。全部は飾りきれない

ですよね。 

◎本間文化課長 

 コレクションルームは，壁にずらっと飾っていまして，シャーマンコレクションは何点

か出しているものがあります。あとはかなりの数があるものですから，箱に入っている部

分ですけども，それについても時々展示会みたいな形で見ていただくのがいいのかなと思

っています。 

◎平田委員 

 基本的には常設展示として，常に同じものが置かれているというものですか。 

◎本間文化課長 

 コレクションルームは完全な常設展示となっております。 

◎平田委員 

 例えば，年に１回程度特別展示期間を設けて，その間イベントなどをやるというのは考

えていますか。 

◎本間文化課長 

 コレクションルームは「野田弘志コレクションルーム」という名前が付いておりまして，

野田先生の絵の枚数に合わせて配置しているものですから…。 
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 シャーマンコレクションについては出し入れできますので，そこについては開催するこ

とは可能だと思います。 

◎早瀬委員長 

 この色の塗っているところが全部見学できる訳ではないのですね。 

◎本間文化課長 

 色の付いている部分は，アートビレッジ文化館と考えております。全部に飾ってある訳

ではありませんが，アートビレッジ文化館の事業の内容として，こういう展示をしたもの

を見ていただく部分と芸術振興事業の企画及び実施という事業もあります。 

その中で，このアトリエなどはアートビレッジ事業の関係で先生たちが絵を描いたりす

る部分もあったり絵画教室の生徒たちが絵を描くなど，それも全部アートビレッジ文化館

に含めているという形になっております。 

◎早瀬委員長 

 展示されるのは２階のコレクションルームと改修中のアトリエ辺りに展示すると。 

◎本間文化課長 

 その他に２階の絵画収蔵室にシャーマンコレクションがあります。改修中のアトリエに

は，今回購入するモチーフを飾ることになっています。 

 それから，埋蔵文化財センターというのがありますが，国の補助をもらって，来年埋蔵

文化財を飾るための改修を行います。 

平成28年度からは，１階と２階部分を見ていただける形になると思います。 

◎早瀬委員長 

 他に，ご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第１号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第１号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第２号につきまして文化課長から提案理由の説明をおねがいいたします。 

◎本間文化課長 

 「伊達史跡公園条例の一部を改正する条例」について説明いたします。 

 ９ページをご覧ください。これにつきましては，国の道路占用料が変わったことに合わ

せて北海道が道路占用料条例を改正した部分，それに合わせて伊達市も道路占用料条例を

今回の議会で改正することとなっております。 

 この史跡公園条例は，この道路占用料条例の今回改正する別表３をそのまま使っている

ものですから，それに合わせて条例を改正するものであります。 

 ですから，道路占用料条例，都市公園条例，史跡公園条例のこの表が，全く同じもので

変わるという内容です。 

 以上でございます。 

◎早瀬委員長 

 議案第１号について，質疑ございませんか。 

◎菅原教育長 
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 占用料はどこから入っているのですか。 

◎本間文化課長 

 北黄金貝塚の占用料は０円です。これは史跡ですので，掘ったりは出来ないものですか

らほとんどないという形です。電柱もありません。 

◎早瀬委員長 

 今後も電柱などが立つこともない。 

◎本間文化課長 

 昨年買収したところを今度公園に含めるのですが，その中に携帯電話の中継施設がある

のですが，最終的には取ってくれるのですが，すぐには取れないということで，来年度か

らだとは思うのですが，一時的に何年間かは占用料が入る可能性があります。 

◎早瀬委員長 

 他に，ご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第２号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第２号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第３号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をおねがいいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第３号「伊達市立学校管理規則の一部を改正する規則」についてご説明いたします。 

 議案書の14ページをご覧ください。第33条第１項の臨時休業の規定を改正するものであ

ります。 

 内容につきましては，15ページをご覧ください。 

 改正の趣旨でございます。 

 北海道立学校管理規則というものが北海道にございまして，この規則が一部改正された

ことから，同様に伊達市の規則を改正するものであります。 

 次に，新旧対照表をご覧ください。 

 第33条第１項では「校長が臨時に授業を行わないことができる要件」でありますが，「校

務の運営上やむを得ないと認めるとき」というものに，「学校所在地又は大半の児童若しく

は生徒が居住している地域に，気象等に関する特別警報が発表されたとき等，非常変災そ

の他急迫の事情があるとき」という部分を加えるものであります。 

 なぜ北海道が規則を改正したかという経緯についてご説明いたします。 

 ９月11日に道内３地域で大雨特別警報が初めて発表されまして，一部地域の避難勧告発

表や公共交通機関の不通，通学路近くの土砂崩れ発生など，生徒の安全を脅かす事態とな

りました。ただその際に，道立学校によって対応に違いがあったことを踏まえ，道教委に

おいて検討し，「気象等に関する特別警報が発表されたとき」など具体的に示すことによっ

て，臨時休業の措置が適切に講じられるようにしたというものが大きな理由でございます。 

 今回は，北海道の規則改正同様に伊達市の規則を改正するものでありますが，伊達市に

おきましては本年４月９日付けで各校長に対し，「臨時休校等の対応について」ということ

で通知しております。 
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 その内容は，伊達市は大滝区も含めて広いので全市的に同じく対応することは難しいこ

と，また，以前，中学校が臨時休校したのに同じ校区にある小学校が休校しなかったこと

があったことを踏まえて，原則として「荒天等による臨時休校等について，各中学校区の

校長間で協議・決定すること」とし，例えば，光陵中学校であれば，伊達西小学校，有珠

小学校，長和小学校，関内小学校というように中学校区の中で協議して，関係する小中学

校は同一の対応をとることで通知をだしているところでございます。 

 以上，議案第３号についての説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 議案第３号について，質疑ございませんか。 

◎菅原教育長 

 特別警報が出れば，一応，休校を前提に考えるということですか。 

◎鈴木学校教育課長 

 そうですね，その各学校長同士で協議します。事前に特別警報や有珠山の噴火などの情

報が入っていて教育委員会から指示することもございます。 

◎岩本委員 

 休校の判断をし易くしたということですね。 

◎早瀬委員長 

 市教委が指示する場合もあると思いますが，基本的には学校が休校にするかしないは判

断していたということですよね。 

◎鈴木学校教育課長 

 そうです。そういった対応をやってきて，ある年に中学校が臨時休校したけども同じ校

区で小学校が学校に行ったということもあったそうです。それはおかしいということで関

係する中学校区内では同一の対応をとるように，連絡調整をするようにと指示を出してお

ります。 

◎平田委員 

 特別警報は，例えば室蘭地区で発令された時，室蘭地区と伊達では事情が違う時がある

じゃないですか。それは，どこの地区の特別警報を参照とするのですか。 

◎鈴木学校教育課長 

 特別警報は，道内いくつかのメッシュで切っていて，何平方キロのここの部分で出され

ると記憶していますので，それで伊達地区の特別警報この場合となります。 

◎平田委員 

 ということは，テレビの気象情報で言っている胆振・日高地方の注意報というのではな

く個別に出てきて，それを校長先生がある程度把握されるということになるのですね。 

◎鈴木学校教育課長 

 そういう情報を得ながらということになります。 

◎菅原教育長 

 市町村ごとに出るはずです。伊達は伊達と大滝とありますから，原則は市町村ごとに警

報は出すはずです。 

◎平田委員 

 これにおいて，校長がもし臨時に休校しなかった，というケースにおいて，別に校長は

咎められることはないと。 

◎鈴木学校教育課長 
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 それは無いと思いますが，基本的に学校の校長先生は悪い方に合わせるということで考

えているので，もしこういうのが出たら恐らく休校の措置をとると考えています。  

◎松下教育部長 

 例えば，朝早く判断しなければならない登校の話をしますと，各校長から教育委員会の

方に，朝一で臨時休校の措置をとりましたという連絡が教育委員会に入るという形になっ

ております。 

 先ほど課長からの話にありましたように，伊達の場合は大滝から有珠，黄金まで，その

所々によって特別警報だけではなく普通の警報でありましても雨が降っているところと降

っていないところが現実的にあるものですから，一概に教育委員会で一方的に臨時休校と

いう形は伊達においてはとっていないです。あくまでも学校長が状況を見ながらという形

をとっているのが実際の話であります。 

◎早瀬委員長 

 他に，ご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第３号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第３号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第４号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をおねがいいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第４号「伊達市立学校通学区域施行規程の一部を改正する訓令」についてご説明い

たします。 

 議案書の17ページをご覧ください。別表を改正するものであります。 

 内容につきましては，18ページをご覧ください。 

 改正の趣旨でございます。学校適正配置に係る小中学校の統廃合に伴い，教育的な配慮

を必要とするため，他の通学区域への入学許可基準を一部改正するものであります。 

 次に，新旧対照表をご覧ください。別表中に「許可基準」と「許可期間」などが定めら

れておりますが，他の通学区域への入学許可基準に「学校統廃合を理由とする場合」とい

たしまして，「学校統廃合が決定していて，統合校への就学を希望する場合」というものを

加えるというものであります。 

 ここで，このたび改正する経緯についてご説明いたします。 

 現在，達南中学校の伊達中学校への統廃合をすることで進めております。その中で保護

者と意見交換会や説明会を重ねていったところ，現在の小学６年生が平成29年度の統合時

に中学３年生となり，最終学年での転校に大きな不安があるとのことから，入学時から伊

達中学校に就学することを望む声が多く聞かれるようになりました。そのため，教育的配

慮として「学校統廃合を理由とする場合」としてこのたびの改正とするものであります。 

 以上，議案第４号についての説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 議案第３号について，質疑ございませんか。 

 要は，黄金・稀府にいる人が，達南中ではなくて真っすぐ伊達中に行きたいのだけど良
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いだろうか，ということですね。 

 全員行くということは無いでしょうね。例えば，達南中の１年生が１人もいなくなると

いうのは。 

◎鈴木学校教育課長 

 それは今のところは分からないですが，１人２人残るというようになれば私も，と最終

的にはそうなる可能性もあるかもしれません。 

◎平田委員 

 運動会などの行事も影響が大きいでしょうね。 

◎松下教育部長 

 そうですね。中学校の学校経営的にはすごくきつくなるのが事実です。例えば１学年が

無くなると先生の数も減ってくるというようになるんでしょうけども，ただその話は，説

明会や意見交換会の中で，そういう状況になりますよと，なので教育委員会では積極的に

進めるものではありませんよ，という話はしているんですけども，結果的に区域外通学と

いう話ではなくて，募集停止という話からこの話に発展しているというか，公立小中学校

の募集停止というのはございませんので，それに代わる措置としますと，このような手立

てしかないということであります 

 そして，たまたま今回，統合年に該当するのが今の小学校６年生ということですので，

教育委員さん達が心配されているような形で，達南中学校に行く子供の数が少なくなるの

ではないかということは，私たちも考えられるなと思っております。 

◎平田委員 

 話し合いを開く中で，手ごたえとして今の小学校６年生が，来年そのまま達南中学校へ，

この規定が改正された後，どのくらい行くのかという読みはあるのですか。 

◎松下教育部長 

 公式に調査やアンケートをとった訳ではないので分からないですけども，聞こえてくる

分には，黄金も稀府も大半は伊達中にくるのではと。それで，今，区域外通学というのは

保護者の責任で送り届けるとか通学の面を考えるようにとなっていますので，それができ

ない方については思案中なのかなという風には聞いておりますけども。 

◎平田委員 

 暗に形を変えた募集停止ですよね，要は。ただそれに対する，区域外はいいけども，そ

れに対するバスを出すとかという措置はとりませんよということですね。今回の段階では。 

◎松下教育部長 

 基本的に区域外通学の許可ですので，スクールバスを出すとかというのは基本的には考

えてはおりませんけども，ただ統廃合を理由にして全学年が来るとなると，そういう要望

があれば考えていかざるを得ない状況も生まれるのもしれない。 

◎平田委員 

 伊達中学校としての受け皿は大丈夫なのでしょうか。クラスが増えるとか，先生が増え

るとか。 

◎鈴木学校教育課長 

 黄金と稀府の小学校６年生は合わせて18人なんです。それを受け入れたからといってク

ラスが増えるとかの話にはならないと思います。 

◎岩本委員 

 そうなると，今の小学校５年生，４年生も続きますよね。上の学年はみんないないし，
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２年生で転校するなら私も伊達中にと，このまま全体がずるずると。 

◎松下教育部長 

 この間の新聞記事には詳しく出てなかったと思いますが，市議会の全員協議会でこの統

廃合のことを説明しまして，地元の議員さんから，達南中学校に通う子供の数が少なくな

ってくるのではないかという質問がありました。その時は，最終的には在校生の保護者に

も話をしていって，もしかすると統合年度を早めるという話もゼロではないと。ただそれ

は達南中学校の保護者の考え方もございますので。そのようになりますと，極端な話，新

１年生がいなくて，２年生の中でも，例えば，部活動の絡みでゼロとは言えないと思うん

ですよ。 

◎早瀬委員長 

 お兄さんがいたら兄弟そろってという場合もあるでしょう。 

◎松下教育部長 

 ですからそういった状況になると，達南中の統廃合も１年早くやるべきではないのかと

いう意見も出たのは事実です。 

◎早瀬委員長 

 逆にここで否決するというのは。これは認めない方がいいのではないかというのは。 

◎菅原教育長 

 統合すすめたところというのは概ねこういった形で，行政の考えで統合を進めていって

いるものですから，そういった中で保護者から統合先の学校に行きたいがあれば，それは

だめだということは言えないので，ほとんどの統合を進めているところは，こういった形

で認めるようにしています。 

◎早瀬委員長 

 だいたいこういう問題が出てくるということですね。前回の光陵中の時も出たのですか。 

◎菅原教育長 

 前回はたまたま出なかったですね。 

◎平田委員 

 これを通した段階で次の動きが起こるかもしれないということですね。１年早まったり

とか。 

◎岩本委員 

保護者に選択肢を与えるという意味でしょうがないのかなと。実際自分の子だったそう

思うかもしれないですし。難しいですね。 

◎平田委員 

 全部揃えなくてはいけないですからね，伊達中に途中から行くのであれば制服もそろえ

て一式ありますからね。そうであれば最初から行ったほうがという風になりますよね。 

◎早瀬委員長 

 他に，ご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第４号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 
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 議案第４号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第５号につきまして提案理由の説明をおねがいいたします。学校教育課長よ

りお願いします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第５号「平成26年度伊達市一般会計補正予算（教育費関係予算）について」をご説

明いたします。 

 平成26年第４回市議会定例会の議案として提案するにあたり，伊達市長から意見を求め

られたものです。 

 学校教育課分について，ご説明いたします。 

 まず，21ページをお開きください。達南中学校・伊達中学校統合事業で５万７千円の増

額補正をいたしたいというものでございます。 

 平成29年度に予定している達南中学校の伊達中学校への統合にあたり，統合準備協議会

を設置して統合に向けた協議・検討を行うこととしております。 

 この協議会は，関係学校の保護者代表，地域住民代表，教職員で構成することといたし

まして，必要に応じて委員以外の者も専門部会での協議に出席するということとしており

ます。 

 そこで，平成26年度中に２回程度の開催を見込みまして，協議会と専門部会に出席する

者に対する報償費と傷害保険料などを計上した増額補正をいたしたいというものでござい

ます。 

 次に，22ページ，学校維持管理費103万８千円の増額補正です。 

 小学校費のうち，北海道電力の11月１日からの電気料金値上げに伴って見込みをたてた

ところ電気料金の不足が生じることから増額補正をいたしたいというものでございます。 

 学校教育課分については，以上でございます。 

◎早瀬委員長 

 続きまして生涯学習推進課長。 

◎石生涯学習推進課長 

 23ページ，総合体育館温水プール及びトレーニング室運営管理委託料1,132万円の増額で

ございます。 

 今年４月から体育協会並びに苫小牧スコーレの共同事業体に指定管理という形でスター

トしてきております。当初今年度の指定管理料4,900万円，利用料金収入を除いて予算立て

をしてまいりました。 

このたび８月下旬に，４月からの運営状況について指定管理者の方から相談がございま

して，その大きな内容としては，説明欄に記載しておりますけども，電気料，燃料費（ペ

レット代）でございます。それらが４ヶ月の間，想定以上に掛かっているという状況が発

生してきました。それを受けまして，この間，もともとペレットのボイラーを基にしたプ

ールがございませんでしたので，当初設計の段階では設計業者の方から積算をしていただ

いた資料を基に予算立てをしていたのですが，実際４月からの４ヶ月間の稼働状況を踏ま

えて，再度積算をし直していただきました。 

電気料については，当初設計上は35万kwh見込んでおりまして，金額にすると579万7千円，

これが再設計によると46万1,753kwh必要となり総額960万円ということで，当初の見込みか

らすると380万３千円の増となっております。 

燃料費につきましては，当初ペレット量を180トンと見込んでいましたが，稼働状況を踏
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まえると347トンが年間で必要となるということで，燃料費について667万９千円の増とな

っております。 

また，これらに掛かる消費税分を含めまして1,132万円の増額を12月市議会定例会に上程

したいというものでございます。 

以上でございます。 

◎早瀬委員長  

 続きまして図書館長。 

◎小山田図書館長 

 図書館運営費ですが，やはり電気料の値上げによる補正でございます。 

 内容につきましては，今年度実績の積み上げと10月以降は見込みで前年使用量で値上げ

分を算出したところ，18万９千円の不足になるということで，この部分につきまして補正

をお願いしたいということで提出しているところでございます。 

 以上でございます。 

◎早瀬委員長 

 続きまして学校給食センター所長。 

◎篠原学校給食センター所長 

 元町給食センターの運営管理費につきまして148万６千円の増額ということでございま

す。 

 学校給食について，給食費の賄材料費の分については児童生徒の保護者からのいわゆる

給食費で賄っております。これについて，今まで187日の給食として実際の学校の授業の日

と合わない部分についてはお弁当ということで各学校に対応していただいている状況です

が，今年２月に校長会の方から給食日数を増やして要望がありまして，各学校の事情があ

りますが，３日間増やすというのが一番要望に答えることができるということで，190日と

して今年は給食を進めてきました。 

３日間ということで何とか現行の予算で飲み込めないかということで検討してきたので

すが，食材等の値上などがあるものですから，今回３日分相当を給食費として増額させて

いただきました。 

この分については給食費も増えておりますので，歳入と歳出が同額になるような形にな

っております。 

それから大滝区の給食センターの運営管理費です。32万９千円の増額という補正予算案

です。 

大滝区の調理場は建設してから21年経過しておりまして，今まで修繕等もしていました

が，一番給食を作る時の要となる給湯ボイラーの熱交換器に蒸気漏れが起きておりまして，

新しい給食センターという話も出ているのですが，まだ３年間は使い続けなければならな

いということで，今回修繕の額を増額しました。 

それから，先ほどお話ししましたように，大滝区においても給食が３日間増えますので

その分４万３千円，原材料費と入ってくる給食費を増額するものでございます。 

以上でございます。 

◎早瀬委員長 

 議案第５号について，質疑ございませんか。 

◎岩本委員 

 電気代はしょうがないと思いますけども，ボイラー代は倍も違うんですね。 
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◎石生涯学習推進課長 

 総合体育館は平成24年から始まっているのですが，基本ペレットボイラーはプールと供

用の設備となっております。 

 総合体育館の実績は見込み通りか，若しくはそれよりも下回っていたのですが，それを

踏まえて稼働状況としては60％程度で見ていたいようです。 

 プール稼働をしまして，当然，24時間衛生管理上，濾過循環を行うということと，合わ

せて室温，水温を確保するということで，予想よりも稼働率が24時間ペースで動いている

状況になっておりまして，ペレットの量がそれだけ多くなっている状況です。 

 総合体育館の方が，今年度の利用実績として総合体育館だけというのが算出できないも

のですから，比較の方は昨年の実績，体育館だけの稼働状況を踏まえたうえで計算はして

いるんですけども，プールが稼働したことで種火も含めてボイラーの強弱から何から，稼

働率が予想以上に高まっていると伺っています。 

◎平田委員 

 ボイラーは26年度分ということで，これから来るであろう冬に対してある程度見込まれ

ているということでよろしいでしょうか。 

◎石生涯学習推進課長 

 夏場は総合体育館も暖房を当然使っていないので，だいたい５月から10月くらいまで体

育館に関しての稼働は無いです。このあと冬場を見越した時に，室温の確保などを踏まえ

て稼働については満度の状態で考えております 

◎早瀬委員長 

 例えば，市の施設でこれからの電気料が高いまま推移していくとして，ＬＥＤに換える

とか，そういう計画とかあるのですか。それぞれの施設とか学校とか。 

◎石生涯学習推進課長 

 体育施設の関係で，設備を変えて電気料を節減するという改修，更新は今のところ予定

はないです。 

◎鈴木学校教育課長 

 学校の場合も蛍光管を使っていますが，各教室の本数で蛍光管を買うだけでも結構な金

額になります。ＬＥＤになると全部装置も取り換えないといけないことになるので，膨大

な金額になります。 

◎早瀬委員長 

 ただ，それが何年でペイできるかという試算はしていないですよね。このまま高い状態

で続くのか。 

◎菅原教育長 

 新しくなる施設は，みんなＬＥＤですね。 

◎石生涯学習推進課長 

 総合体育館とプール，使えるところはＬＥＤに既になっています。ただ室内の照明関係

ですとナトリウム灯なんかをどうしても使っているので…。 

◎菅原教育長 

 アトリエの改修もＬＥＤですね。 

◎本間文化課長 

 はい。 

◎早瀬委員長 
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 結構，我々のような商店なんかも，みんなＬＥＤに換えてきてるんですね。自分で安い

のを買ってきて付ければ安いですけど，例えば市でやると業者さんに入札ですとか，いい

金額になりますよね。学校の先生が高い所に登って取り換えるわけにはいかないですよね。 

◎平田委員 

 給食費の件だったんですけども，これは支出の予算は出ていますけども，収入としても

それだけ給食費が入ってくるということですね。増えた３日分。 

◎篠原学校給食センター所長 

 そうです。 

◎早瀬委員長 

 他に，ご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第５号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第５号については，原案のとおり承認されました。 

次に，各課からの事業報告をお願いします。 

〔各課から，事業の報告について説明した。〕 

 

議案第６号の非公開案件は，原案のとおり承認される。 

 

報告第１号の非公開案件は，受理される。 

 

◎早瀬委員長 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして，平成26年11月伊達市教育委員会・定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 （14時34分） 



平成26年 12月教育委員会 
定例会 会議録 

 

１ 日 時 

 

        開 会  平成26年12月19日(金) 13時15分 

        閉 会  平成26年12月19日(金) 14時22分 

 

２ 場 所 

 

        市役所 第２庁舎 会議室１ 

 

３ 出席した委員の氏名 

 

        委員長  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 

        委 員  平 田 賢 弘 

        委 員  岩 本 秀 一 

        教育長  菅 原 健 一 

 

４ 欠席した委員の氏名 

 

        なし 

 

５ 委員を除くほか，会議に出席した者の職氏名 

 

        教育部長       松 下 清 昭 

        学校教育課長     鈴 木 俊 仁 

        生涯学習推進課長   石   秀 隆 

        文化課長       本 間 浩 一 

図書館長       小山田 文 彦 

        学校給食センター所長 篠 原 計 浩 

 

６ 会議録作成のため指名された職員の職氏名 

 

        学校教育課企画総務係長  水 野 一 英 

 

７ 会議録署名委員 

 

        委員長  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 
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開 会 （13時15分） 

 

◎早瀬委員長 

 ただいまから，平成26年12月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 岩本委員から遅刻する旨の連絡がありましたので，ご報告いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，菊地委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，議案第１号から報告第１号までの，以上４案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 なお，報告第１号は，人事に関する案件ですので地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第13条第６項の規定により非公開として進め，関係部課長以外にも退出していただき

たいと思いますが，よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

 まず，議案第１号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

議案第１号「伊達市教育委員会会議規則の一部を改正する規則」についてご説明いたし

ます。 

 規則の条文は議案書２ページのとおりでございます。第２条第２項の規定を改正するも

のであります。 

 内容につきましては，３ページの説明資料をご覧ください。 

 改正の趣旨といたしましては，教育委員会定例会の開催日についての規定を改めるもの

でございまして，新旧対照表のとおり，「毎月の第４金曜日」を「毎月１回招集するもの」

に改正するものでございます。 

 以上，議案第１号についての説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 議案第１号について，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第１号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第１号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第２号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をおねがいいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第２号「伊達市教育委員会職員服務規程の一部を改正する訓令」についてご説明い

たします。 

 訓令の条文は議案書６ページのとおりでございますが，その内容につきましては，８ペ

ージの説明資料でご説明いたします。 

 改正の趣旨でございますが，消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律と



 - 2 - 

いうのがありまして，その中で公務員の消防団への加入促進を図る観点から，公務員の消

防団員との兼職に係る規定，そして職務専念義務免除に係る規定が設けられたことに伴い

訓令を改正するものでございます。 

 新旧対照表をご覧ください。第10条の営利企業等従事許可についての規定を第９条とい

たしまして，第10条に，このたびの教育委員会職員が消防団員と兼職を求める場合の規定

というものを定めるものでございます。 

 以下，別記様式第２号から別記様式第８号までと別記様式第10号及び別記様式第11号に

つきましては，様式中の宛名について「伊達市教育委員会様」とあるのを「（宛名）伊達市

教育委員会」と改めるものでございます。 

 また，別記様式第９号については，このたびの教育委員会職員が消防団員と兼職を求め

る場合の様式として「兼職請求書」を定めるものでございます。 

 以上，議案第２号についての説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 議案第２号について，質疑ございませんか。 

◎平田委員 

 こういった議案改正が出てくるということは，消防団員を兼務される公務員の方が多く

なられたということでしょうか。 

◎鈴木学校教育課長 

 消防団に属する公務員が多くなったと言う訳では無く，この法律改正に基づきまして，

公務員が消防団員になりたいという方がいたら，それを促進するという意味で設けられ，

それに基づいて改正されるものです。 

 教育委員会は，任命権者が教育委員会ですので，市長部局の方では伊達市長名での規則

の改正でもって同様に足並みそろえて改正を進めているところでございます。 

◎菅原教育長 

 消防団員のなり手がいないのです。全国的に定数充足できないものですから，公務員も

気持ちのある人は消防団員もやってくださいということで法律を変えたのです。 

◎平田委員 

 現状で何人かおられるのですか。 

◎菅原教育長 

 現状では，市の職員はいないはずです。 

 今までは，報酬をもらうので兼職に引っかかるから営利企業等従事の許可をもらわなく

てはいけないのです。職専免になるのも疑問なので，もしかしたら年休を取って行くこと

になっていたのかもしれないのですけども。 

公務員はたくさんいるものですから，少しでも団員不足をそこで補うということで，法

律を改正して兼職をしてもいいですし，勤務も免除しますということにしたのです。 

 ただ，こうしたからといって，どれくらい増えるかというとわからないですね。 

 昔は，農家の息子さんとか商店の方とかもやっていましたけども，だんだんいなくなっ

て。 

◎平田委員 

 消防団員を誘う方というのは，消防署の方なのですか。 

◎菅原教育長 

 その地域地域に消防団があるので，おそらく誘って入れるようなことでは無いかと思い
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ます。 

◎早瀬委員 

 消防団員に限らす，今は青年会議所も減っていますし，昔あった青年団も，今は実際な

んていいましたか。 

◎石生涯学習推進課長 

 今は，青年の団体としては，伊達favoriteclub（フェイバリットクラブ）というのがあ

ります。 

◎早瀬委員長 

 どんどん団体自体が消滅していますね。 

◎平田委員 

 伊達favoriteclubの会長も市の職員の方ですね。 

◎石生涯学習推進課長 

 今年度から変わってそうなりました。 

◎早瀬委員長 

 勤務中に招集がかかった現場に行くのですね。 

◎菅原教育長 

 招集がかかったら行くと思います。 

◎早瀬委員長 

 先生方は。 

◎菅原教育長 

 この服務規程は，市の教育委員会職員だけですので，先生に対する規則ではないです。 

 実際ほとんどが，出られるとしても勤務時間外になるのではないかと思います。 

◎早瀬委員長 

 営利企業に従事されている方はいらっしゃるのですか。 

◎鈴木学校教育課長 

 統計調査員をやられて報酬を得る方や，不動産をお持ちの方で地代を得ている方などが

該当します。 

◎早瀬委員長 

 他に，ご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第２号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第２号については，原案のとおり承認されました。 

次に，議案第３号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をおねがいいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第３号「平成26年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査「北海道版結果報告書」

への市町村別結果の掲載について」でございます。 

 議案に入ります前に，資料についてご説明申し上げます。 

まず，「小学校」と記載している資料についてご説明いたします。 
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こちらは「平成26年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」の関係ですが，まず，調

査というものがどういったものかについて簡単にご説明いたします。 

 国では，平成20年度から平成24年度まで，小学校５年生と中学校２年生を対象として，

学校の中から抽出する抽出方式で調査を実施しておりました。抽出方式でしたので，伊達

市においても小学校と中学校が各１校ずつ対象となっていました。 

 平成25年度からは，全国の全ての小学校５年生と中学校２年生を対象とする悉皆調査と

なりました。伊達市においても，今年でいいますと５月から７月までの期間に実技に関す

る調査，体格と肥満度に関する調査，児童生徒質問紙調査，学校質問紙調査などを実施し

たところでございます。 

 過日，平成26年度の調査結果について，国からデータが送付されて，実技に関する調査

の小学校５年生と中学校２年生の速報結果についてまとめたものが，今ご覧いただこうと

しているこちらの資料でございます。 

 資料の２枚目をご覧ください。こちらには小学校５年生の結果がございます。実施した

種目というのは，ここにあるとおり８種目であります。 

 各種目の右に「Ｔ得点」と記載してありますが，全国平均値に対する相対的位置を示し

ておりまして，全国を50としています。下の「市区町村データ」というのが伊達市のＴ得

点です。50より上だと全国平均値より成績が良く，逆に50より下だと成績が悪いことを示

しています。 

 次のページをご覧ください。こちらが小学校５年生の男女別の体力Ｔ得点を棒グラフで

示してございます。 

 戻りまして，最初のページの全国を50とした時の偏差値（Ｔ得点）をレーダーチャート

で表示してございます。伊達市，北海道，全国の比較ができるようになっています。 

 同じように，中学校２年生の結果をご覧いただきたいと思います。 

 小学校と中学校とでは，種目について若干異なっておりまして，小学校はソフトボール

投げですが，中学校はハンドボール投げとなっています。また，小学校では，20ｍシャト

ルランですが，中学校では，持久走か20ｍシャトルランのどちらかを選択することとなっ

ています。 

 実技に関する調査の速報といたしましては，以上のとおりでございます。 

 なお，議案第３号との関連といたしまして，資料の２ページ目であらためてご説明いた

します。 

 20ｍシャトルランのＴ得点が，５年男子44.0，５年女子43.7とあります。 

 また，50ｍ走のＴ得点が，５年男子40.6，５年女子39.6とあります。 

 この２種目だけ全国，北海道のＴ得点よりも極端に低くなっておりますのは，ある学校

で調査結果を国に報告する際，誤った数値を報告したために，このような結果となってお

ります。実際にはもっと良かったということになっております。 

 議案書に戻りまして，議案書の13ページです。 

 本件につきましては，平成26年12月１日付けで北海道教育委員会教育長から照会があり，

伊達市として「北海道版結果報告書への掲載について同意しない」ものといたしたいとい

うものでございます。 

 別冊の「議案第３号関係資料」，北海道教育委員会教育長からの文書をご覧ください。 

 資料の３ページ，別添１に，国が定めた平成26年度全国体力・運動能力，運動習慣等調

査に関する実施要領がございます。この資料の６ページで，「都道府県教育委員会は，域内
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の市町村の状況及び市町村教育委員会が設置管理する学校の状況について，市町村教育委

員会の同意を得た場合は，当該市町村名又は当該市町村教育委員会が設置管理する学校名

を明らかにした公表を行うことは可能であること｡」とあります。 

 道教委では，この実施要領に基づき，市町村教育委員会の同意を前提として，２月を目

途に公表を予定している北海道版結果報告書に，それぞれの市町村データなどを載せたい

ということで考えているようでございます。 

資料の13ページには，基本フォーマットというのがございます。これを市町村の結果と

して北海道版の結果報告書にまとめて掲載したいというものでございます。 

 全国体力・運動能力，運動習慣等調査が，悉皆調査として実施されるのは２年目であり，

本年度の調査において伊達市では，先ほどの間違った報告したというのもあるのですが，

学校や教員側も指導方法や測定方法が徹底されていない学校もあって，今回の結果では，

正確な結果を示すものとはいい難いものでありますことから，平成26年度の結果について，

伊達市として北海道版結果報告書への掲載について「同意しない」というものとしたいと

いうものでございます。 

 なお，本市では本年度から小学校１年生から中学校３年生までを対象とした体力テスト

を試行的に実施しておりまして，学校毎の体力向上プランについても策定いたしました。

それを引き続き，平成27年度からは本格的に体力テストを実施して，体力・運動能力の向

上に努めてまいりたいと考えてございますので，来年からの結果については，公表してま

いりたいと考えているところでございます。 

 以上，議案第３号についての説明とさせていただきます。  

◎早瀬委員長 

 議案第３号について，質疑ございませんか。 

 中学校の方は，信用できるデータなのですね。 

◎鈴木学校教育課長 

 正しいデータとなっています。 

◎早瀬委員長 

 小学校は50ｍ走がすごく悪いのに，中学校の持久走がとても良くなっているのは。なに

か不自然な気がしますね。 

◎菅原教育長 

 持久走は選択なものですから，得意な人がやっているからものすごく良いのです。 

 どちらか良い方の結果を選ぶということで，シャトルランを選んだり持久走を選んだり

と。 

◎早瀬委員長 

 基本的には，公開することは同意するけども，今年度に関しては公開しないという解釈

でよろしいのですか。 

◎菅原教育長 

 そうですね。ただ，体力も運動能力も，全体的にそんなにいい訳ではないので，それで

体力・運動能力の向上ということで今年から取り組みを始めまして。実は，この試験をや

る前に学校の教務職員を呼んで説明会をしました。 

◎松下教育部長 

 特に小学校なのです。中学校には体育の専科の先生がいますので，ある程度こういうも

のは分かるのでしょうけども，小学校の先生となりますと，どのように指導してよいか分
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からないというのがあったので。道教委でも研修を行っています。伊達でも希望して行っ

た教員がいました。 

◎早瀬委員長 

 他に，ご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第３号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第３号については，原案のとおり承認されました。 

 

報告第１号の非公開案件は，受理される。 

 

◎早瀬委員長 

次に，各課からの事業報告をお願いします。 

〔各課から，事業の報告について説明した。〕 

 

◎早瀬委員長 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして，平成26年12月伊達市教育委員会・定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 （14時22分） 



平成27年１月 教育委員会 
定例会 会議録 

 

１ 日 時 

 

        開 会  平成27年１月22日(木) 14時35分 

        閉 会  平成27年１月22日(木) 15時28分 

 

２ 場 所 

 

        伊達市立星の丘小中学校 音楽室 

 

３ 出席した委員の氏名 

 

        委員長  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 

        委 員  平 田 賢 弘 

        委 員  岩 本 秀 一 

        教育長  菅 原 健 一 

 

４ 欠席した委員の氏名 

 

        なし 

 

５ 委員を除くほか，会議に出席した者の職氏名 

 

        教育部長       松 下 清 昭 

        学校教育課長     鈴 木 俊 仁 

        生涯学習推進課長   石   秀 隆 

        文化課長       本 間 浩 一 

図書館長       小山田 文 彦 

        学校給食センター所長 篠 原 計 浩 

 

６ 会議録作成のため指名された職員の職氏名 

 

        学校教育課企画総務係長  水 野 一 英 

 

７ 会議録署名委員 

 

        委員長  早 瀬 芳 宏 

        委 員  岩 本 秀 一 
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開 会 （14時35分） 

 

◎早瀬委員長 

 ただいまから，平成27年１月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，岩本委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，議案第１号から報告第２号までの，以上３案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 なお，議案第１号及び報告第２号は，人事に関する案件ですので地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第13条第６項の規定により非公開として進め，報告第２号については

関係部課長以外にも退出していただきたいと思いますが，よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

 

 議案第１号の非公開案件は，原案のとおり承認される。 

 

◎早瀬委員長 

 次に，報告第１号につきまして教育部長から提案理由の説明をおねがいいたします。 

◎松下教育部長 

 報告第１号「平成27年度教育行政推進に関する予算について」をご説明いたします。 

 まず始めに，伊達市の予算編成について若干ご説明させていただきたいと思います。 

 平成27年度予算は，来年度は統一地方選挙が行われる年でありますので，骨格予算とい

うかたちになっております。平成27年度の予算収支につきましては，８億８千万円の財源

不足となっておりまして，この財源不足につきましては，財政調整基金ですとか備荒資金

組合の積立金などを取り崩す予定と聞いております。予算規模につきましては，前年度当

初より通年ベースで約６億円の減，予算的には約１８７億１千万円という状況となってお

ります。 

 それでは具体に教育費の臨時事業について，議案書の６ページから14ページに記載され

ています事業についてご説明したいと思います。 

 まず始めに学校教育課でありますけども，新規事業が17事業，継続事業が30事業，計47

事業要求しましたが，新規事業でゼロ査定となったものが，№２の達南中学校・伊達中学

校統合スクールバス事業のほか９事業となっております。ただ，№２の達南中学校・伊達

中学校統合スクールバス事業の関係でございますけども，これはもともと統廃合の協議の

中で，もし中学校のスクールバス運行という話になればこういう経費も必要ではないかと

いうことで出しましたが，現実的には区域外通学という部分ですので，このような予算付

けというのは，具体的に当初でするべきで無く，教育委員会の考え方は，基本的に現時点

でスクールバスを出すという考え方では無いということで，自主的にこの経費は下げたと

いう状況もございます。 

 その次ですけども，主な新規事業についてでありますけども，№１の達南中学校・伊達

中学校統合準備協議会開催に係る経費64万円と№23の西小学校ほか２校のコンピューター

の更新に係る購入経費2,088万８千円，№39の星の丘中学校と大滝中学校のコンピューター
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の更新に係る購入経費1,320万４千円など，学校施設の修繕に係る臨時事業でございますけ

ども，経費がかなり多額だったものでございまして，財政的にもなかなか苦しい状況でご

ざいますので，これらについては先送りという状況になっております。 

 次に10ページの生涯学習推進課の関係でございますけども，新規事業３事業，継続事業

が11事業の計14事業を要求いたしました。 

№13のＢ＆Ｇ海洋センターパークゴルフ場改修事業につきましてはゼロ査定となってお

りますが，これは芝の育成に係る経費の種代などの経費についてでございますが，その部

分につきましては，臨時事業ではなく経常経費の方でついております。その金額は，213

万９千円となっております。ですから，臨時事業では削られておりますけども，それに代

わる経費はついているということでございます。 

なお，№５の市民研修センター運営経費につきましては，例年経常経費で予算要求して

おりましたが，今年度は臨時事業としてヒアリングを受けることとなりましたので，新規

事業というような内容で記載されておりますけども，これは実際新規の事業ではございま

せん。 

 次に11ページの文化課の関係でございますけども，新規事業６事業，継続事業10事業の

16事業を要求いたしました。 

新規事業でゼロ査定となっております№４の美術品購入事業と，№５のアートビレッジ

文化館改修工事につきましては，北海道の補助事業の活用ができた場合には，補正予算で

対応していこうというような内容になっております。 

また，主な新規事業につきましては，№14の善光寺所蔵道指定文化財修理事業補助金50

万円，などがあります。また，№12の噴火湾文化研究所改修事業についてでありますが，

臨時事業の内示後に文化庁から単年度の補助が難しいとの通知がございまして，２カ年の

事業にして欲しいということがありました。それで２カ年事業といたしまして，事業費が

4,343万１千円と書いてありますが，2,172万円と変更となっておりますので修正願いたい

と思います。 

 次に13ページの図書館でありますが，新規事業４事業，継続事業１事業，計５事業を要

求いたしました。図書館は全ての事業がついております。 

また，学校給食センターにつきましても，建設事業ですので全事業ともついております。 

以上，報告第１号についての説明とさせていただきますが，詳細について質問等は，担

当課長がいますので詳しく聞いていただきたいと思います。 

◎早瀬委員長 

 報告第１号について，質疑ございませんか。 

◎岩本委員 

 統合のスクールバスは年間で1,700万円も掛かるものなのですか。もしバスを出すとなる

と。 

◎松下教育部長 

 もしバスを出すとなると掛かります。貸切バスの料金が今年度から見直されまして，当

初予算要求時には４倍と聞いておりまして。本州でバスの交通事故が多発し，その辺の部

分で料金の算出の仕方を運輸局で全面的に見直したという経緯がありまして，すごく高く

なっております。ただこれでも，基本的には少しでも安くなる方法として考えた算出した

数字でも，このような数字になっております。 

 聞くとことによりますと，伊達から苫小牧まで１日貸切バスで例えば５万円で行けたも
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のが，今は下手すると20万円するかも知れないようです。 

◎岩本委員 

 そんなに上がるのですね。もうひとつ質問ですが，７ページの№16消火器購入ですが，

５本の買い替えで７万６千円ですが，12ページの№16で消火器１本が１万円なんですね。

５倍したら合わないなと。１本１万円なのに，５本で９万円も要求するのかなと。消火器

の種類が違うのですか。何となく腑に落ちないような。 

◎鈴木学校教育課長 

 消火器の方ですけども，小学校の消火器については10型の消火器が３本であり，20型の

消火器が２本ということで，その積み上げがこの金額となっております。 

◎岩本委員 

 サイズと単価が違うということですね。 

◎早瀬委員長 

 臨時事業の定義は何でしょうか。経常経費との違いは何でしょうか。 

◎松下教育部長 

 経常経費は，課に年間でおおよそ今までに使っている経費を財政課で割り振りして，そ

の中で予算を組み立てて，それで組み立てられないもので特別に出てくるような経費を言

いますが，特別でなくても継続というのもありますので，金額の大きなものについては，

その都度査定を受けるというかたちになります。 

◎平田委員 

 ６ページのレイクカウチン町親善訪問団交流事業も教育委員会がする事業ですか。 

◎鈴木学校教育課長 

 こちらは教育費ではありますが，実際に行うのは大滝総合支所の地域振興課の方でやる

ものです。 

◎松下教育部長 

 大滝総合支所の部分の経費を単独で持っていないのです。ですから，大滝でやる事業は

いろんな課の予算に少しずつ入ってきていまして，レイクカウチンも，もともと教育委員

会でまるで関係していなかった訳でもなかったのですが，基本的には大滝総合支所が中心

になってやる事業ということで，今，事業主体は大滝総合支所の方にやってもらっており

ますけども，組む予算がないので教育費となっております。 

◎早瀬委員長 

 他に，ご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 報告第１号については，報告として受理することといたします。 

 

報告第２号の非公開案件は，受理される。 

 

◎早瀬委員長 

 次に，各課からの事業報告をお願いします。 

〔各課から，事業の報告について説明した。〕 

 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 
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開 会 （16時05分） 

 

◎早瀬委員長 

 ただいまから，平成27年２月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，平田委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，議案第１号から報告第１号までの，以上９案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 なお，報告第１号は，人事に関する案件ですので，地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第13条第６項の規定により非公開として進めたいと思いますが，よろしいでしょう

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

 まず，議案第１号につきまして，学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第１号「伊達市立学校設置条例の一部を改正する等の条例」をご説明いたします。 

 議案書の１ページで本文１行目に脱字がありました。お手数ですけれども，カギかっこ

の条例の名称について，標題と同じく「一部を改正する等の条例」ということで「等の」

という二文字を加えていただきたいと思います。 

 平成27年第１回市議会定例会の議案について，地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第29条の規定に基づき，伊達市長から意見を求められましたので，これを承認していた

だきたいというものでございます。 

 条例につきましては，議案書の３ページのとおりでございまして，第１条と第２条で構

成されております。第１条は伊達市立学校設置条例の一部改正，第２条は伊達市立幼稚園

保育料等徴収条例の廃止でございます。 

 議案書の４ページをお開きください。 

 こちらの条例の概要とございます。本年３月31日をもって，伊達市立さくら幼稚園を閉

園することに伴う条例の改正と廃止でございます。 

 第１条では，別表第３でさくら幼稚園の名称と位置を定めておりますので，これを削る

というものでございます。 

 第２条では，さくら幼稚園の入園料及び保育料の徴収に関して定める条例がございます

ので，これを廃止するものでございます。 

 以上，議案第１号についての説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 議案第１号につきまして，質疑等はございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第１号につきましては，原案のとおり承認することとしてよろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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◎早瀬委員長 

 議案第１号につきましては，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第２号につきまして文化課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎本間文化課長 

 議案第２号「伊達市史跡公園条例の一部を改正する条例」について説明させていただき

ます。 

 ９ページをご覧になっていただきたいと思います。こちらに図面が付いているのですけ

れども，下側，南側ですね，点線の部分が今までの史跡公園の敷地です。それから上側，

北側のほうの濃い黒の線になっている部分が今回追加をしたいという部分であります。 

 これにつきましては，平成25年度に国の史跡の追加指定を受けて購入させていただいた

土地であります。 

 本来もっと早くに改正できればよかったのですけれども，７月に道の検査，８月に国の

検査を受けまして，その後９月の議会では間に合わなかったものですから，12月でと考え

ていたのですけども，12月については道路占用料の改正という部分がありまして，それに

伴って伊達市の都市公園と史跡公園が一緒に，占用料の改正ということで上がるという形

になったものですから，紛らわしいということで，今回この部分の条例の改正につきまし

ては，今回，３月の議会に提案させていただくということにしております。 

 黒の部分というのは，すべて市が買った土地と市道茶呑場線というのがあるのですけれ

ども，これについては元々道路ということで，市の建設課のほうで所管しているのですけ

れども，これについても公園に追加するということで考えている部分であります。 

 以上です。 

◎早瀬委員長 

 議案第２号につきまして，質疑等はございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎岩本委員 

 道路は公園の中に残すという形ですか。 

◎本間文化課長 

 道路ですので無くすわけにはいかないのですけれども，一応公園の敷地の中に入るとい

うことで，自由に何でもできるという形ではないということで，建設課のほうと話はして

おります。 

◎岩本委員 

 管理が建設課のほうから移るということですか。 

◎本間文化課長 

 追加というものですから，その部分で分かれる形だと国で認めてくれないということで，

このような形になっています。 

◎早瀬委員長 

 切り離されると認めてもらえないということですか。 

◎本間文化課長 

 新たなものだということになります。 

◎岩本委員 

 元々は，ここは農地なのですか。 

◎本間文化課長 
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 ほとんどの部分は農地と山林です。 

◎平田委員 

 そんなことはないと思うのですけれども，この道路の維持とか管理というのはこの土地

が占有になったからといって，こちらのほうでするというわけではないですね。 

◎本間文化課長 

 その分は道路が優先だということで，すべて維持管理は建設課のほうでやることになっ

ています。 

◎早瀬委員長 

 この土地は，これから発掘するのですよね。もう既にしているのですか。 

◎本間文化課長 

 追加で今回指定した部分は，すぐに何かをするという形ではなくて，今まで農地で使わ

れていたりしているものですから。今はトラクターなども性能が良くなってですね，トラ

クターを入れて畑を起こすと全部ひっくり返してしまうという部分もあるものですから，

まずは市で購入させていただいて，使われないようにするという形になります。 

 それで畑などは土が流れる可能性があるものですから，その辺は緑化みたいな形で考え

ています。 

◎早瀬委員長 

 ほかに質疑等はございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第２号につきましては，原案のとおり承認することとしてよろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第２号につきましては，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第３号につきまして文化課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎本間文化課長 

 議案第３号「伊達市アートビレッジ文化館条例施行規則」について説明させていただき

ます。 

 12ページをお開きいただきたいと思います。これにつきましては，12月の議会で制定さ

れました伊達市アートビレッジ文化館条例に必要な事項を定める施行規則となります。 

 第２条で遵守しなければならない事項，それから第３条で，文化館のものを壊したりし

たときの損害賠償について定めています。第４条につきましては，アートビレッジ文化館

条例の中で指定管理者に委託することができるという部分があるものですから，それを同

じような形で読み替えることができるという形にしているものです。 

 以上です。 

◎早瀬委員長 

 議案第３号につきまして，質疑等はございませんでしょうか。 

 これは寄託されているシャーマンコレクションとかを見せるということが，この文化館

を作る目的のひとつでもあるのですか。 

◎本間文化課長 

 文化館条例について，今の段階では野田先生のコレクションがある絵画コレクションル
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ームと，それからシャーマンコレクションの関係，それと今工事していますアトリエと，

アトリエに設置するモチーフ，それを一般の方にも見ていただけるということで考えてい

るものです。 

◎早瀬委員長 

 シャーマンコレクションに関して寄託ということは，いつかは戻っていくということは

あり得るのですか。 

◎本間文化課長 

 寄託ということですから，そういう部分です。 

◎菊地委員 

 指定管理者に文化館の管理を行わせる場合はということで，このただし書きがあって，

読み替えることができると。現在はこういう方向で考えることは。将来的にあるからとい

うことですか。 

◎本間文化課長 

 将来的には指定管理者にしたいということで，条例の中でまず指定管理者に任せること

ができるという部分を書いています。 

 その部分を条例の中でうたっているものですから，今回この４条では，その前の部分の

３条にある部分，教育委員会の部分を指定管理者に読み替えるというようになっています。 

◎菅原教育長 

 今のところは，来年度の４月，この部分については，アートビレッジの事業そのものは

委託事業としてやって，アートビレッジ館そのものについては市のほうが管理というか，

そのようになります。将来的には，指定管理ができるような団体が育ってくればそこに指

定管理させるということになります。 

◎早瀬委員長 

 アートビレッジ文化館自体は全部ではないわけですよね。あの中の一部という形になる

のですよね。もし指定管理になった場合はどうなりますか。 

◎松下教育部長 

 建物は一つですので，建物自体に係る光熱水費とかそういうものは指定管理者のほうに

予算付けしますのでそちらのほうで払っていただく。ただ，噴火湾文化研究所として残っ

ている部分の活動というのは，あくまでも教育委員会の学術研究施設ですから，そちらの

ほうは従来どおり学芸員等が行って作業をするという区分けだけはしていきます。 

◎早瀬委員長 

 もし指定管理者が出てきた場合は，建物の管理は指定管理者のほうに任せてしまうとい

う形になるということですね。 

◎松下教育部長 

 はい。 

◎早瀬委員長 

 ほかに質疑等はございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第３号につきましては，原案のとおり承認することとしてよろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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◎早瀬委員長 

 議案第３号につきましては，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第４号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第４号「伊達市立学校管理規則の一部を改正する規則」をご説明いたします。 

 内容につきましては，議案書の15ページの説明資料で説明させていただきたいと思いま

す。 

 「１ 改正の趣旨」でございますが，北海道立学校管理規則というものが北海道にござ

いまして，この規則が一部改正されたことから，同様に伊達市の規則を改正するというも

のでございます。 

 これまで北海道においては，主幹教諭が校務の整理に係る職責を十分果たすことができ

るようにということで，主幹教諭が主任等の担当する校務を担うということは考えていな

かったところです。ただ今回「当該学校の効果的かつ効率的な運営を図るための校務の整

理に係る職責を当該主幹教諭が十分果たすことができる場合には，主任等を置かず主幹教

諭に主任等の担当する校務を担当させても差し支えないものとする」という見解が出され

ましたので，道立学校と同様に市町村立学校についても，見解に基づいて改正をするとい

うものでございます。 

 「２ 改正の内容」でございますが，第６条の２に「主任等」の規定がございますが，

その部分に「主任等の担当する校務を整理する主幹教諭を置くときは，当該主幹教諭の整

理する校務を担当する主任等を置かないことができる｡」という１項を加えるものでござい

ます。 

 主幹教諭というのは，小学校では18学級以上，中学校では15学級以上という決まりがご

ざいまして，伊達市内では伊達小学校と伊達中学校に配置されています。先ほどからお話

ししている主任等というものでございますけれども，教務主任，学年主任，保健主事，生

徒指導部長などがあります。主幹教諭がその主任等の仕事について，今まではすることが

できないという道の見解だったのですが，その見解が変わったものですから，主幹教諭が

主任等の行う校務を担当する場合には主任等を置かなくても良いということで，この規則

を改正するものでございます。 

 以上，議案第４号についての説明でございます。 

◎早瀬委員長 

 議案第４号につきまして，質疑等はございませんでしょうか。 

◎岩本委員 

 主幹教諭というのは，仕事は何をするのですか。 

◎鈴木学校教育課長 

 主幹教諭の仕事といいますのは，校長から命を受けて担当するというものであって，た

とえば学校の管理，運営に関する事項だとか，教育計画の立案などの教務に関する事項，

校長がやるべき仕事をサポートするものです。 

◎菅原教育長 

 大きいところは校長，教頭，主幹教諭がいて主任がいるということです。 

◎岩本委員 

 主幹教諭は担任を持たないのですか。 

◎松下教育部長 
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 基本的には持ちません。また，管理職ではありません。 

◎平田委員 

 主幹教諭は学級を持っていないのですけれども，主任は学級を持てるのですね。これが

改正されると主幹教諭が学級を持てるということではないですね。主幹教諭が配置されて

いれば主任は置かなくても良いということですか。 

◎鈴木学校教育課長 

 主幹教諭に主任等の仕事をしてもらえば，主任等を置かないことができるということで

す。 

◎菅原教育長 

 教務主任というのがあります。教務主任の仕事を主幹教諭ができるのであれば，そこの

学校には教務主任を置かないことができるというものです。 

◎早瀬委員長 

 ほかに質疑等はございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第４号につきましては，原案のとおり承認することとしてよろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第４号につきましては，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第５号につきまして生涯学習推進課長から提案理由の説明をお願いいたしま

す。 

◎石生涯学習推進課長 

 議案書の19ページで説明させていただきたいと思います。 

 伊達市立学校の施設の開放に関する規則でございますけれども，この規則自体は学校の

施設，主に体育館やグラウンドを市民に開放，いわゆる学校開放事業に関して規定してい

る規則でございます。スポーツ少年団ですとか，スポーツ団体，サークルなどが年間を通

じて定期的な活動を行うという場合に利用団体の登録などを規定している規則でございま

す。 

 今回記載のとおり第10条に，主要な部分といたしましては，ただし書きを記載のとおり

に「使用料等は，後納とすることができる」と加えております。使用料の納付につきまし

て，利用実績，それに基づいた後納の取扱ができるように明記するものでございます。 

 こちらの条文，本文の中に伊達市立学校施設使用許可に関する規則というのがございま

して，この３条から12条までいろいろ規定がございますけれども，その規定を適用すると

いうことで前段ございますけれども，学校施設の使用に関しての使用料は，その規則の第

８条第２項に基本的に「使用料等は，前納とする｡」ということに規定されております。こ

れまで，その条文の中に「ただし，教育委員会が特別な事由があると認める場合は，後納

とすることができる｡」ということで運用してきたのですけれども，今回，こちらのほうに

明記することで，今後，対応したいということでの改正でございます。 

 以上です。 

◎早瀬委員長 

 議案第５号につきまして，質疑等はございませんでしょうか。 
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◎岩本委員 

 この文章だと，実績にかかって誰でも後納できるという文章だと思うのですけど，それ

に関しては，たとえば新規で使いたいというところは後納で，基本的には対応するのです

か。 

◎石生涯学習推進課長 

 この規則自体が，定期的に利用する利用団体の登録をして行う規則になっています。 

 ですから，一般的に大会ですとか，行事とかで単発で利用する場合については，先ほど

ご説明しました本文のほうにある伊達市立学校施設使用許可に関する規則，ここが適用に

なって承認ですとか，料金の納付という手続きになります。 

◎早瀬委員長 

 今までは前納していたのですか。 

◎石生涯学習推進課長 

 先ほども説明したのですが，ただし書きを使って実績に伴う納付をしていたのですけれ

ども，特別な事由に当たるかどうかというような判断も難しいところがあって，はっきり

と定期利用に関しては後納することができるという部分も規則の中に明記するものです。 

◎早瀬委員長 

 ほかに質疑等はございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第５号につきましては，原案のとおり承認することとしてよろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第５号につきましては，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第６号につきまして学校給食センター所長から提案理由の説明をお願いいた

します。 

◎篠原学校給食センター所長 

 議案第６号「平成27年度伊達市学校給食センター運営計画について」ご説明させていた

だきます。 

 この計画については，伊達市学校給食センター条例第３条に基づき，来年度の運営計画

を定めるものであります。 

 22ページの別紙，運営計画のほうで説明したいと思います。 

 学校給食法の基本的理念というか，児童生徒の心身の健全な発達とより良い食生活へ向

けた食育の推進を図っていくために，運営の重点を設定しまして計画を定めました。 

 運営の重点については，衛生管理の徹底ですね，調理従業員に対する研修等，意識の向

上を図っていきます。それから，食に関する教育の充実，これについては主に栄養教諭の

仕事になりますが，食文化の関心あるいは食育の情報ですね，こういったものを提供して

いくこと。それから，特色のある給食づくりということで，地場産である野菜や果物，水

産物など，こういったものを有効利用した地産池消に努めるということです。それから，

事業の効率化。給食業務，配送業務というものがありますけども，こちらについては今，

現在もそうですけども，民間への委託を図って効率的な運営に努めてまいります。それか

ら，新学校給食センターへ向けた準備というところで，基本的に調理法や運用方法が変わ
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ると思われますので，それらに対応できるような準備を進めていくという，以上の５点を

重点としまして，２番の運営計画になります。 

 給食区分については完全給食。栄養の基準については文科省の基準に沿っております。

それから，主食の回数については米飯が週３～４回，パンが週１回，麺類が月３回程度を

目安としております。それから，給食供給数については伊達と壮瞥合わせまして19校，児

童生徒数が2,783名となっております。それから，給食実施期間ですけれども給食センター

の稼働日数としましては207日間，この中で実際の各学校は，小学校が190日，中学校１・

２年生が192日，中学校３年生が180日となっております。給食費については小学校が243

円，中学校が300円となっております。給食総数に対する給食費としては１億5,593万7,060

円となっております。 

 以上が運営計画となります。 

◎早瀬委員長 

 議案第６号につきまして，質疑等はございませんでしょうか。 

◎菊地委員 

 特色のある給食づくりというところで地場産物を使うということなのですけども，いつ

も主婦感覚で思うのですが，規格外野菜の利用というのは可能なのでしょうか。人参とか

不揃いであるというものというのは。 

◎篠原学校給食センター所長 

 基本的に手作業で皮をむいたりスライスするのですが，機械も使っています。その関係

上，規格が揃っていないものだと短時間で調理するのが難しくて，現実には規格外を使っ

ていないのが現状です。 

◎菊地委員 

 わかりましたが，規格外の野菜というのは，味は悪くなくて，とても安価でということ

で，いいかなということを何となく思うものですから。それはわかりました。 

 もう一つ，１食分の単価ですけれども，安ければいいというのもあるかもしれないので

すが，いろいろなものが値上がりしている中で，これでやっていけるのですかというのも

失礼なのですが，このような金額で経営というか，運営ですね，運営は大変な状況とか，

そういうことではないのでしょうか。 

◎篠原学校給食センター所長 

 給食費につきましては，消費税が５パーセントから８パーセントに上がった時点で，昨

年の４月ですね，まず，検討しました。その段階では，ちょうど組合の解散と，解散して

伊達市に移ったということがありまして，また，他市との比較でも決して伊達市の給食費

が安いわけではないという判断から，そのまま計上しました。 

 その後，今度は平成27年度に向けて消費税が８パーセントから10パーセントに上がると

いう情報が流れていまして，12月の予算の時期には８パーセントのままで来年も継続する

ということでしたので，今年の状況を見たのと，道内各市の中ではこの243円と300円とい

うのは，４月以降も安いものではなくて，243円が中間ぐらい，ちょうど真ん中ぐらいの給

食費なのです。そして中学校の300円は上から５番目ぐらいの道内の市の中ではちょっと高

めの設定になっています。そういったことと，栄養士と原材料費についてどうだろうかと

いう相談をしまして，来年度についても同じ額でいけるということで回答いただきました

ので，そのまま計画としては据え置きという形にしました。 

◎松下教育部長 
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 近い将来的には変更になりますので，検討委員会というか，そういう協議する場を作っ

て値上げということは考えていかなければならないと思います。 

◎早瀬委員長 

 この特色のある給食づくり，地元のものを使うというのは今，どのくらいの割合で地元

のものを使っているのですか。 

◎篠原学校給食センター所長 

 野菜については３分の１ぐらいだと思います。やっぱりどうしても価格で競争させるも

のですから，意外と伊達産の野菜というのは安くないのですね。要は，いい野菜だからだ

と思うのですけれども。どうしても価格競争になると地元じゃない場合があります。ただ

同額の場合は地元を優先して使うようにしております。同じ額の場合は地元を使うと。 

 それから果物は伊達というか，壮瞥のリンゴを使っています。それから後ほど説明もあ

りますけども，水産物についてはホタテとかそういった地元の具材を利用しようというこ

とを進めております。 

◎菊地委員 

 最後のところに「センター職員分を除く」とあるのですけども，センターの職員という

のは何人くらいいるのですか。 

◎篠原学校給食センター所長 

 今現在，伊達市の元町調理場が21名，それから大滝区が３名です。 

◎菊地委員 

 「除く」というのは。 

◎篠原学校給食センター所長 

 23ページの一番上に載っているのですけども，この給食供給数を出すときに使用してい

る資料が，「平成27年度学齢児童数に関する報告書」これに基づいて出しているものです

から。この中には職員分が載っていなかったものですから。 

◎菊地委員 

 職員も同じ給食を食べているのですか。 

◎篠原学校給食センター所長 

 職員も食べています。 

◎早瀬委員長 

 ほかに質疑等はございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第６号につきましては，原案のとおり承認することとしてよろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第６号につきましては，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第７号につきまして各課の課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

 まず，学校教育課長。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第７号「平成26年度伊達市一般会計補正予算（教育費関係予算）について」ご説明

いたします。 
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 平成27年第１回市議会定例会の議案として提案するにあたり，伊達市長から意見を求め

られたものであります。 

 本日，差し替えについて机上配付させていただいておりますので合わせてご覧いただき

たいと思います。 

 学校教育課分について，ご説明いたします。 

 まず，27ページの大滝区教職員住宅整備事業，560万円の減額補正です。 

 建築工事に際して入札を行ったところの落札残による工事請負費の減額補正と，学校施

設環境改善交付金及び地方債の財源振替によるものでございます。 

 次に，28ページの私立幼稚園就園奨励費補助金，700万円の減額補正です。 

 これにつきましては，平成26年度から小学１年生から３年生の兄姉のいる世帯について

所得制限廃止ということで，この制度が変更になったことから平成25年度よりも平成26年

度は申請する世帯が増えると見込んでおりましたけれども，その申請が予想を下回ったた

め減額するものであります。 

 次に，29ページの教師用コンピュータ整備事業につきましては，小学校分の減額補正で，

入札差額による備品購入費の減額補正でございます。 

 次に，30ページの教師用コンピュータ整備事業につきましては，中学校分の減額補正で，

入札差額による備品購入費の減額補正であります。 

 次に，31ページの（仮称）学校給食センター整備運営事業につきましては，現在，ＰＦ

Ｉの手法により事業を進めているところでございますが，当初，平成27年３月に市と民間

事業者との契約を締結する予定でございましたものが，民間事業者のほうから「提案に向

けて周辺施設の指定管理者や市関係各課からのヒアリング期間を十分確保していただきた

い」という意見が出されまして，業務委託の全体スケジュールの見直しを行いました。そ

れによりまして，契約締結を，先ほどお話ししました平成27年３月という予定から平成27

年９月ということに変更いたしました。これに基づきまして，今の業務委託の仕様書に記

載している「民間事業者の選定に係る業務支援」と「契約締結等に係る業務支援」という

もの，契約に向けてのアドバイザーの支援が平成26年度中に実施することができなくなり

ましたことから，この部分の経費を減額するということで，337万円の減額補正でございま

す。 

 なお，この部分の業務につきましては，平成27年度に新たに受託者と随意契約を結ぶこ

とによって実施する予定となってございます。 

 学校教育課分については，以上でございます。 

◎早瀬委員長 

 それでは，続きまして生涯学習推進課長。 

◎石生涯学習推進課長 

 32ページになります。児童生徒文化・スポーツ振興事業補助金についてでございます。 

 この補助金につきましては，道外で開催されます児童生徒の全国規模の大会等への派遣

経費に対して補助するものでございます。今年度の交付実績は今のところ５件ございまし

て，まだ確定していない部分もございますが，今後，執行見込30万円ほどを含めて，347

万1,615円の現行予算があれば大丈夫だろうというようなことで，当初予算で600万円を計

上してございますが，差し引きで250万円を減額補正するものでございます。 

 次に33ページになります。これも先ほどの補助金と関連するのですが，先ほどの補助金

交付のために基金を設置してございます。今年度取り崩しの部分310万円を見込んでおりま
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して，制度創設時から基金のほうは1,000万円以上になるようにということで，きておりま

す。1,000万円を確保するために今年度190万円不足の分を積み立てて，1,000万円確保する

ということの増額補正でございます。 

 以上です。 

◎早瀬委員長 

 続きまして文化課長。 

◎本間文化課長 

 34ページになります。だて噴火湾アートビレッジ基金積立金の説明をいたします。 

 これにつきましては，アートビレッジ基金に寄附をいただきました寄附金を積み立てる

という形になっています。中身なのですけれども，大高酵素様から100万円，これは既にい

ただいております。石田先生からの寄附金30万円となっているのですけども，これについ

ては３月にいただく予定という部分のものです。 

 石田先生からは毎年いただいていまして，これについては来年のアートビレッジ事業に

使ってくださいということでいただいています。アートビレッジ基金の条例でいきますと，

使い道が決まっているものについては積み立てなくてもいいという条項があります。文化

課と財政課のほうで話をしまして，積んでもすぐに下ろさなければならないことになるも

のですから，今までそういう形で運用していたのですけれども，そういう形では１か月く

らいになるのですが，一度いただいたものは正規に積んで，すぐ下ろすのはやむを得ない

のでということで，今年度からそういうふうにしましょうということで，今回３月に補正

を上げたものであります。 

 以上です。 

◎早瀬委員長 

 続きまして，学校給食センター所長。 

◎篠原学校給食センター所長 

 学校給食施設整備基金積立金ということで，伊達・壮瞥学校給食組合の時代から施設の

老朽化というのは進んでおりまして，新たな施設を整備するということで積み立ててきた

ものを，昨年３月解散のときに，そのまま伊達市へ引き継がれました。引継額が6,396万

9,000円，これの利息分を積み立てるものです。１万6,000円になります。 

 以上です。 

◎早瀬委員長 

 議案第７号につきまして，質疑等はございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第７号につきましては，原案のとおり承認することとしてよろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第７号につきましては，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第８号につきまして教育部長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎松下教育部長 

 それでは，議案第８号「平成27年度伊達市一般会計予算（教育費関係予算）」について，

各細目が増減となった理由を主な事業を上げて説明いたします。 
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 まず始めに，教育委員会費ですが，前年度比11万9,000円の減となっております。これは，

教育委員会新制度後の委員報酬の減と各種教育委員の会議の開催場所の変更によるもので

ございます。 

 次に，事務局費ですが，前年度比9,056万1,000円の減となっております。これは，平成

26年度に大滝区教職員住宅建設事業がありましたが，平成27年度はこの経費がなくなった

ことによるものでございます。 

 次に，教育研究費及び特別支援教育推進費は，平成26年度と同額でございます。 

 次に，学校保健会費ですが，前年度比７万5,000円の減となっております。これは，消耗

品費と備品購入費の減によるものでございます。 

 次に，国際理解教育費ですが，前年度比843万6,000円の減となっております。これは，

レイクカウチン中学生交流事業が隔年で実施していることから平成27年度はカナダへ行く

ことはございませんので，それによる減でございます。 

 次に，小学校費の学校管理費ですが，前年度比1,074万7,000円の減となっております。

これは，工事請負費の減によるものでございます。 

 次に，教育振興費ですが，前年度比4,257万9,000円の増となっております。これは，教

科書改訂に伴う教師用指導書の購入と，伊達西小学校，関内小学校，星の丘小学校への児

童用コンピュータの更新に係る経費の増によるものでございます。 

 次に，中学校の学校管理費ですが，前年度比1,146万8,000円の減となっております。こ

れは，スクールバス運行経費では増額となったのでありますが，工事請負費が減となって

いることから減額という形になってございます。 

 次に，教育振興費ですが，前年度比1,628万7,000円の増となっております。これは，伊

達中学校ほか４中学校の生徒用コンピュータの更新に係る増と教師用コンピュータ購入の

経費の増によるものでございます。 

 次に，社会教育費の社会教育総務費ですが，前年度比33万3,000円の減となっております。

これは，公用車１台を減らしたことにより，それに係る経費が不要となったことによるも

のでございます。 

 次に，生涯学習推進費ですが，前年度比9,000円の増となっております。これは，三市合

同女性国内派遣研修事業を，平成27年度から胆振女性リーダー養成研修事業に切り替えた

ことによる増額分と，その他生涯学習推進費の減額分の差引によるものでございます。 

 次に，文化振興費ですが，前年度比8,486万3,000円の減となっております。これは，平

成26年度に実施しました伊達市噴火湾文化研究所同人展開催経費，美術品購入事業，アト

リエ改修工事の３事業が平成27年度はございませんので，それに係る経費の減ということ

でございます。 

 次に，文化財保護費ですが，前年度比1,423万1,000円の増となっております。これは，

噴火湾文化研究所改修事業の増によるものでございます。 

 次に，青少年教育費ですが，前年度比２万6,000円の減となっております。これは，姉妹・

歴史友好都市シニアリーダー研修交流事業と成人式事業経費の減によるものでございます。 

 次に，開拓記念館費ですが，前年度比36万5,000円の増となっております。これは，記念

館敷地内の樹木の剪定に係る委託料の増によるものでございます。 

 次に，市民研修センター費ですが，前年度比15万8,000円の増となっております。これは，

電気料の増によるものでございます。 

 次に，図書館費ですが，前年度比66万1,000円の増となっております。これは，ロビー天
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窓遮光工事，カビ対策の換気工事及び図書館利用者用カード購入による経費等の増による

ものでございます。 

 基幹集落センター費ですが，前年度比7,065万3,000円の減となっております。これは，

平成26年度に改修工事を行いましたが，平成27年度は工事を予定しておりませんので，そ

れにかかった経費がなくなったことによる減でございます。 

 次に，国際交流ゲストハウス費ですが，前年度比157万3,000円の減となっております。

これは，平成26年度に外壁等塗装工事を行いましたが，平成27年度は工事を予定しており

ませんので，それにかかった経費の減によるものでございます。 

 次に，カルチャーセンター費ですが，前年度比335万円の増となっております。これは，

指定管理に係る運営管理委託料の増によるものでございます。 

 次に，保健体育費の体育振興費ですが，前年度比17万5,000円の減となっております。こ

れは，スポーツ推進委員の被服購入費の減によるものでございます。 

 次に，学校施設開放事業費ですが，前年度比25万7,000円の減となっております。これは，

学校施設開放事業管理委託料の減によるものでございます。 

 次に，体育施設費ですが，前年度比3,648万円の減となっております。これは，平成26

年度は館山野球場改修工事が行なわれましたけども，平成27年度は体育施設の大きな工事

が予定しておりませんので，それにかかった経費の減ということでございます。 

 次に，学校給食費ですが，前年度比2,294万6,000円の減となっております。これは，新

しくＰＦＩで建設する給食センターのコンサル委託料が平成26年度より減額になったとい

うことによるものでございます。 

 ここに資料はございませんけども，幼稚園費につきましては，平成26年度で閉園となり

ますので新たな予算は計上しておりません。 

 以上，平成27年度教育費予算についての説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 議案第８号について，質疑はございませんか。 

◎岩本委員 

 成人式事業費が減額になったというのは，単に成人する人が減ったということですか。 

◎石生涯学習推進課長 

 そうではなくて，例年，実行委員会形式で行っておりますので，それらにかかる消耗品

類ですとか，その実績を踏まえて計上したものでございます。人数が減ったからというも

のではありません。 

◎早瀬委員長 

 中学校のスクールバスなのですけれども，これは今，何台で何名ぐらいを毎日走らせて

いるのですか。結構な金額だなと思うのですね。たとえば200日くらい学校へ行くとすれば

１日十四，五万くらいかかるということになりますね。 

◎松下教育部長 

 平成26年度は，関内地区が壮瞥貨物運輸，有珠・長和地区が道南バスです。平成27年度

については，バスの料金の見直しによって上がっている影響を受けるようになりました。

国もスクールバスということを考慮して，最も安いものとしてもこの程度となっています。 

◎菅原教育長 

 平成27年度は，関内地区ではタクシーを使うことになります。平成26年度予算と比較す

ると500万円くらいは上がることになります。 
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◎松下教育部長 

 本数の見直しもあります。有珠地区は２経路運行していたのを，生徒数が変わったこと

もあって１経路になります。関内地区の部活動への対応について，光陵中学校と統合する

ときにスクールバスの対応をしていなかったのですが，有珠・長和地区同様に今回対応す

ることとしました。 

◎鈴木学校教育課長 

 休日の部活動について，午前の生徒の登下校，午後の生徒の登下校の運行があります。 

 平日は有珠・長和地区とも登校で各１台，下校で１台，部活動後の下校で１台運行しま

す。関内地区は生徒数が少ないためタクシーを，登下校時と部活動後の下校時に運行しま

す。 

◎岩本委員 

 小学校のスクールバスはどうですか。 

◎菅原教育長 

 それは大滝区のスクールバスですが，委託ではなくて直営のもので，維持管理費などの

みです。 

◎平田委員 

 53ページの文化振興費の中の宮尾登美子文学記念館運営管理費があって，これは維持管

理費だと思うのですが，宮尾登美子さんが昨年亡くなられて，この先，宮尾登美子文学記

念館の運営の仕方というのは何か考えているのですか。 

◎松下教育部長 

 宮尾先生が亡くなられてどうするのかということですが，確かに包括外部監査ですとか

いろいろなところから文学記念館の来館者数が少ないと。それにかかる経費と見合ったら

いったいどうなのかという話も常に出ているところでございます。最終的に総合文化館が

できて，そのあと宮尾登美子文学記念館という形で残っていますけども，宮尾先生から市

でいただいたものはそれほどないというのが現状だと思うのです。 

 そのようなこともあって，最終的には宮尾先生のものというのは文学記念館のほうに，

ある程度置いて別な活用ということも考えていかなければならないでしょうし，宮尾先生

のほうをどうするのだといったときに，最終的に図書館ができたときには，どちらかと言

うと図書館のほうがベストなのかなという考え方もあるので，まだ今のところはそういう

状況で，はっきりそういう方向性は出ていません。 

 ただ，今のような形でずっと維持していけるとは考えておりません。 

◎早瀬委員長 

 ほかに質疑等はございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第８号につきましては，原案のとおり承認することとしてよろ

しいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第８号につきましては，原案のとおり承認されました。 

 

報告第１号の非公開案件は，受理される。 



 - 15 - 

 

◎早瀬委員長 

 次に，各課からの事業報告をお願いいたします。 

〔各課から，事業の報告について説明した。〕 

◎早瀬委員長 

 次に，学校教育課より情報提供がありますのでよろしくお願いします。 

◎鈴木学校教育課長 

〔平成26年度伊達市学力テストの結果について，平成26年度全国体力・運動能力，運動習

慣等調査の結果について情報提供を行った。〕 

◎早瀬委員長 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして，平成27年２月伊達市教育委員会・定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 （17時32分） 



平成27年３月 教育委員会 
定例会 会議録 

 

１ 日 時 

 

        開 会  平成27年３月26日(木) 16時00分 

        閉 会  平成27年３月26日(木) 17時25分 

 

２ 場 所 

 

        市役所 第２庁舎 会議室１ 

 

３ 出席した委員の氏名 

 

        委員長  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 

        委 員  平 田 賢 弘 

        委 員  岩 本 秀 一 

        教育長  菅 原 健 一 

 

４ 欠席した委員の氏名 

 

        なし 

 

５ 委員を除くほか，会議に出席した者の職氏名 

 

        教育部長       松 下 清 昭 

        学校教育課長     鈴 木 俊 仁 

        生涯学習推進課長   石   秀 隆 

        文化課長       本 間 浩 一 

図書館長       小山田 文 彦 

        学校給食センター所長 篠 原 計 浩 

 

６ 会議録作成のため指名された職員の職氏名 

 

        学校教育課企画総務係長  水 野 一 英 

 

７ 会議録署名委員 

 

        委員長  早 瀬 芳 宏 

        委 員  菊 地 裕 子 
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開 会 （16時00分） 

 

◎早瀬委員長 

 ただいまから，平成27年３月伊達市教育委員会・定例会を開会いたします。 

 本定例会の会議録署名委員は，菊地委員を指名いたします。 

 本日の議事日程は，お配りしたとおりです。 

 本日の会議に付す事件は，議案第１号から報告第２号までの，以上15案件です。 

 お手元に配付した議事日程のとおり進め，その後，各課から事業報告を受けてまいりま

す。 

 それでは，早速，議案の審議に入ります。 

 まず，議案第１号について，学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

議案第１号の説明に入ります前に，本定例会の議案が多いので，私からその提案理由を

説明する部分について，その成り立ちと言いますか内訳などをご説明いたします。 

 議案第１号から議案第５号までは，規則の改正等であります。そして議案第８号から議

案第12号までは，教育委員会訓令の制定と改正等でございます。 

 それぞれの制定及び改正等の趣旨によりまして，一つ一つの議案として組み立てており

ます。 

その趣旨といいますのは，大きく分けると三つございまして，地方教育行政の組織及び

運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴うもの，二つ目として，さくら幼稚園

の閉園に伴うもの，三つ目として，平成27年４月１日付教育委員会事務局の機構改革に伴

うものなどがございます。 

それでは，議案第１号「伊達市教育委員会会議規則等の一部を改正する等の規則」につ

いてご説明を申し上げます。 

 この規則につきましては，議案書１ページの本文にありますとおり，三つの規則の一部

改正と，一つの規則の廃止でありまして，その内容につきましては，議案書２ページのと

おり，第１条から第４条で構成されております。 

 この規則の概要につきましては，議案書４ページをお開き頂きたいと思います。 

 まず，趣旨といたしましては，地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正

する法律の施行に伴い関係規則を整理するものでありまして，主な改正点といたしまして

は，教育委員会委員長の廃止により教育委員会の「委員長」と規定されている箇所を「教

育長」に改めるというもの，そして教育長の任命権が首長に移ったことから教育委員会の

権限に属する事務から「教育長を任免すること」を削るというものなどがございます。 

 次に，附則の中で，施行期日を平成27年４月１日としておりますが，経過措置として，

この規則の施行の際，現に在職する教育長が引き続き教育長として在職する間は，なお従

前の例によるとするものであります。 

 以上，議案第１号についての説明といたします。 

◎早瀬委員長 

 議案第１号について，質疑ございませんか。 

 具体的に言いますと，菅原教育長の任期の11月17日までは今のままでいきますというか

たちでよろしいのですね。国会等でも議論されていましたが。 

◎菅原教育長 
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 今の状態ですと私の任期が11月17日迄ですから，18日以降誰になるのか分かりませんけ

ども，その方が教育長になられた段階で今の委員長が無くなって教育長にということにな

る訳です。 

◎早瀬委員長 

 教育長中心の組織となる訳ですね。 

◎菅原教育長 

 附則の中で、私の任期までは，体制についてはそのままという内容になります。 

◎早瀬委員長 

 そのほか質問ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第１号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第１号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第２号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第２号「伊達市教育委員会行政組織規則及び伊達市教育委員会職員職名規則の一部

を改正する規則」についてご説明を申し上げます。 

 この規則につきましては，議案書11ページの本文にありますとおり，二つの規則の一部

改正でありまして，その内容につきましては，議案書12ページ，13ページにございます第

１条と第２条で構成されております。 

 この規則の概要につきましては，議案書15ページをお開きいただきたいと思います。 

 趣旨といたしましては，さくら幼稚園の閉園，平成27年４月１日付教育委員会事務局の

機構改革，そして伊達市噴火湾文化研究所の非常勤特別職所長の退職に伴って関係規則を

整理するというものでございます。 

 本日，資料といたしまして「平成27年度伊達市組織・機構」という資料をお配りしたと

ころですが，こちらも合わせてご覧いただきたいと思います。 

 まず，学校教育課が所管する教育機関である，さくら幼稚園が閉園することから，これ

に関する規定を削るものであります。 

 次に，生涯学習推進課と文化課を統合し，名称を「生涯学習課」に変更します。これら

に属している施設についての規定を整理するとともに，新たに「アートビレッジ文化館長」

の規定を加えるものであります。 

 その他，伊達市噴火湾文化研究所の非常勤特別職所長が退職するために，これに関する

規定を整理するものでございます。なお，４月から所長は生涯学習課長が兼務することと

なります。 

 次に，附則についてですが，施行期日を平成27年４月１日とするものであります。 

 以上，議案第２号の説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 議案第２号について，質疑ございませんか。 

 この統合した理由というのは何かあるのでしょうか。アートビレッジ文化館の関係とか。 
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◎菅原教育長 

 元々，文化課芸術振興係というのがあるのですが，これが主にアートビレッジ関係をや

っていたのですけども，今度アートビレッジ文化館が出来て，そこに業務委託することに

なりますので，事務が無くなるということで課を統合したということです。 

◎早瀬委員長 

 それが大きな理由ということですね。アートビレッジは４月１日から立ち上がる段取り

になっているのですか。 

◎松下教育部長 

 アートビレッジ文化館は４月１日から委託することになっています。噴火湾文化研究所

の機関も残っておりますので，そちらの方は新しい生涯学習課の中で文化財係がそのまま

残っておりますので，そこで研究所の方は対応していくこととなります。 

◎岩本委員 

 課を統合することによって人員は減るのですか。 

◎松下教育部長 

 現在の文化課は課長を入れて８名，生涯学習課が新しくなると，文化財係の分が増えて

まいりますし，社会教育係が１名増ということで総体で13名の対応になりますので，単純

に減ったか増えたかで言いますと減ったということになります。 

◎早瀬委員長 

 そのほか質問ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第２号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第２号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第３号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

議案第３号「伊達市教育委員会公印規則の一部を改正する規則」についてご説明を申し

上げます。 

 この規則の概要につきましては，議案書22ページをお開きいただきたいと思います。 

 趣旨といたしましては，地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴う関係規則の整理というものとさくら幼稚園の閉園及び平成27年４月１日付

教育委員会事務局の機構改革に伴う関係規則の整理ということでございます。 

 まず，教育委員会委員長が廃止されますことから，「伊達市教育委員会委員長印」の規

定を削るものであります。 

 次に，さくら幼稚園が閉園すること，そして，生涯学習推進課と文化課が統合して名称

が「生涯学習課」に変更することになるので，これらの公印に関する規定を削るものでご

ざいます。 

 附則におきまして，施行期日を平成27年４月１日として，経過措置として，この規則の

施行の際現に在職する教育長が引き続き教育長として在職する間は，なお従前の例による

とするものであります。 
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 以上，議案第３号についての説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 議案第３号について，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第３号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第３号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第４号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

議案第４号「伊達市立幼稚園管理規則等を廃止する等の規則」についてご説明を申し上

げます。 

 この規則につきましては，議案書25ページの本文にありますとおり，二つの規則の廃止

と一つの規則の一部改正でございまして，その内容につきましては，議案書26ページのと

おり，第１条と第２条で構成されております。 

 この規則の概要につきましては，議案書27ページをご覧いただきたいと思います。 

 趣旨といたしましては，さくら幼稚園の閉園に伴う関係規則の整理であります。 

 まず，さくら幼稚園が閉園することから，伊達市立幼稚園管理規則及び伊達市立幼稚園

保育料等徴収条例施行規則を廃止するものであります。 

 次に，伊達市立学校の学校医，学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例

施行規則中の「園長」に関する部分を削るものであります。 

 附則におきまして，施行期日を平成27年４月１日とするものであります。 

 以上，議案第４号についての説明でございますが，ちなみに，ここであります保育料の

徴収条例というのがございまして，この度３月14日で卒園，閉園を行いましたが，今まで

在園していた園児の保育料につきましては，本日付で全て納められましたということも合

わせて報告させていただきます。 

◎早瀬委員長 

 議案第４号について，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第４号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第４号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第５号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第５号「伊達市社会教育委員会議規則及び伊達市教育委員会専門委員設置規則の一

部を改正する規則」についてご説明を申し上げます。 

 この規則につきましては，議案書29ページの本文にありますとおり，二つの規則の一部
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改正でございまして，その内容につきましては，議案書30ページのとおり，第１条と第２

条で構成されているところでございます。 

 この規則の概要につきましては，議案書31ページをお開きいただきたいと思います。 

 趣旨といたしましては，平成27年４月１日付教育委員会事務局の機構改革と埋蔵文化財

調査の業務増を見込んだ定数の変更に伴う関係規則の整理であります。 

 まず，第１条関係でございますが，社会教育委員の会議を所管している生涯学習推進課

が文化課と統合して名称を「生涯学習課」に変更することから，所管担当課の名称を変更

するというものでございます。 

 次に，第２条関係といたしまして，埋蔵文化財調査の業務増を見込んで埋蔵文化財専門

委員の定数を変更して，所管担当課の名称を変更するものでございます。 

 施行期日につきましては，平成27年４月１日とするものであります。 

 以上，議案第５号についての説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 議案第５号について，質疑ございませんか。 

 今頃なんなんですが，生涯学習の中に社会教育が入るというのが全国的な解釈なのです

か。例えば学校教育，社会教育，家庭教育というのがあったとして，社会教育の中に例え

ば生涯学習が入るのではなくて，生涯学習の中に社会教育が入るというのが一般的なもの

なのですか。 

◎松下教育部長 

 基本的には委員長が言われていましたように，うちの組織も昔は社会教育課でございま

した。法律の関係で生涯学習という言葉に変わっていったということです。 

◎菅原教育長 

 簡単に言うと，学校教育以外の教育が生涯学習というように考えた方がいいと思います。 

◎早瀬委員長 

 他に，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第５号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第５号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第６号につきまして生涯学習推進課長から提案理由の説明をお願いいたしま

す。 

◎石生涯学習推進課長 

議案第６号「だて歴史の杜カルチャーセンター条例施行規則の一部を改正する規則」に

ついてご説明いたします。 

議案書の35ページでご説明させていただきたいと思います。 

今回の改正は，記載のとおり，第６条使用料等の減免につきまして規定しております。 

これらの一部明確化を図ろうということで改正したものでございます。 

 第２号に記載している部分につきまして，現在は「市内の学校，または児童福祉法に規

定する保育所がその教育活動（部活動を除く。）」という規定になっております。これら
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を改正案のとおり，「市内の幼稚園，小学校若しくは中学校」と表現を改めまして，「そ

の教育活動（部活動を除く。）」という部分を部活動も教育活動の一環であるということ

から，これらの部分を改正しております。 

 次に，改正案の第３号に「学校教育法に規定する学校のうち市内の高等学校又は特別支

援学校がその教育活動に利用する場合は，使用料の５割の額」ということで１号追加して

おります。 

ここの，高校の教育活動の利用する場合，これは過去の例からしますと，伊達高校が大

ホールを使って芸術鑑賞会を行った際に使用料を５割の額で使用しているというケースは

ございますが，それをベースにこのように規定させていただきました。 

以上でございます。 

◎早瀬委員長 

 議案第６号について，質疑ございませんか。 

◎岩本委員 

 今まで全て５割だったのが，高校生以外は全額免除するということですか。 

◎石生涯学習推進課長 

 背景を申し上げますと，小，中，高校，それらの部分の色々な事業で使っているケース

があります。例えば，中学生の吹奏楽の定期演奏会ですとか高校の定期演奏会，演劇部の

定期公演，そういった事業がですね，ここでは省略になっていますけれども，第１号に市

ですとか行政委員会，いわゆる教育委員会が共催した事業については全額免除という規定

になっておりまして，実際ここの２号で５割の減額をしていた訳ではなく，共催の事業と

して全額免除していたという状況ございます。 

 私どもも共催または後援名儀ですとか，いろいろ申請をいただいたり，それに基づいて

承認等を行っているのですけども，そもそも共催の部分の考え方というのが，企画ですと

か込みで，または何らかのかたちで，市もしくは教育委員会が関わっていないと責任の一

端を伴う部分があるので，それらを少しずつ適正化を図っていきましょう，ということで

動いておりました。 

◎岩本委員 

 何となく違和感がありますが，学校でやる事業に対して共催でというのは分かるのです

が，部活動も共催で使用料が全額免除になるということですよね。部活動というのは学校

全体の活動ではなくて，その部の活動であって。でも，それももうひとまとめにして全部

無条件で免除ということですかね。 

◎石生涯学習推進課長 

 ここの教育活動の部分でいけば，学校の学芸会ですとか直接学校の教育課程の中で使わ

れるケースを基本には考えているのですが，部活動を除くという部分を削ったとすると，

部活動についても免除になるかたちになります。ただ，ほとんど小中の場合は自校で部活

動を行ってますので，そうそうケースは今まで無いこと無いのですが，使われるのはほと

んど先ほどお話しした定期演奏会ですとか定期的な部活動の発表の場の事業で使われるの

が大半です。 

◎岩本委員 

 変わったけど，現行とやっていることは変わらない結果になるであろうという予想とい

うことですね。言葉を変えただけで。 

◎石生涯学習推進課長 
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 今，カルチャーセンターの方も改正をあげさせていただきますけども，実は市内の体育

施設も所管しているのですが，体育施設の中であっても減免の規定も現在様々です。体育

館の方も，部活動，スポーツ少年団，これらの定期利用については，全額免除というよう

な取り扱いをしているということもありまして，今後の使用料の関係も見直しを図るとい

うような動きもあるもので，統一基準みたいなことも検討されるのではないかなと思うの

ですが，今回，共催や後援の取り扱い，それらと実際の対応での減額，免除，そういった

部分を少しでも明確にしていこうということで，今回この分だけあげさせていただいてい

ます。 

◎岩本委員 

 なんとなく複雑ですね。 

◎石生涯学習推進課長 

 背景が他にも，他の施設が絡んでいたり，平成16年頃に伊達市全体で使用料の見直しの

基準は一度行っています。ところが，その後施設も変わり，また大滝区との合併により大

滝の施設とも取り扱いが違っていたり，表現の方もここでは学校教育法と謳っていますけ

ど，そういうのを抜きに表現されていたり，それは文言上の表現ですので大したことは無

いのですが，減額割合，またこれは小中だけではなくて，いわゆる一般社会人のサークル

ですとか団体だとか，そういったところにも波及するところかなということで，今回全部

やれればいいのですが，それらは全市的な状況を見て判断していこうかと思っております。 

◎平田委員 

 先ほどの質問の流れなのですけども，先ほどおっしゃったように，中学校の定期演奏会

が行われるのですが，その際，例えばリハーサルですとか練習であるとかという時は，本

演奏会ではないので，やはり使用料が発生してしまうということで遠慮をされていたケー

スがあったと思うのです。この場合，もしこれが通ってしまうと練習も含めた，例えば一

週間まるまる演奏会のための練習をカルチャーセンターで使用されても全額免除になると

いうことですか。 

◎石生涯学習推進課長 

 文面だけでいけば，そのような解釈になっているのですけど，今後この表記の中で多分

練習だけのために大ホールを使うですとか，講堂を使うとかいう動きが出たとかというの

は，なんとも私の方では想定はしていなかったですが，演奏会ですと，その前日もしくは

前々日から数日間抑えた中でリハーサルとして練習を兼ねて行っているのは今までもあり

ましたけども，単独でというと高校の利用で練習があったのは，過去記憶にはあるのです

が，小中の方ではケースとしては把握できていません。 

 そういう希望が出てきたとすれば… 

◎平田委員 

 これが通れば，多分，そう考えられる中学校の先生もおられると思いますよ。 

◎石生涯学習推進課長 

 その場合は，基本的に使う部分は，どのような用途かで判断していくしかないです。 

◎平田委員 

 こうなにか，線引きみたいなものがあってもいいかなという気はします。 

◎松下教育部長 

 課長から説明がありましたように，どちらにしましても今までの利用の形態というのは

教育委員会が共催という部分に入っていて全額免除だったという実態がありますので，そ
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れをこういうかたちで，現実に共催ということは問題があるのでそれをこういうように変

えましょうという趣旨だったのです。 

現実的に体育館とは違いまして，カルチャーの大ホールを貸し切りに使いましょうとい

ったら，とてもじゃないけど学校で払えるような金額になってこないのです。それを考え

ますと少しでも，使ってもらうというのを考えると，そして今まで共催として減免してい

たのも考えると，最初から減免と謳う方が正しい姿だということで今回変えさせていただ

きました。 

◎早瀬委員長 

 基本的には，やはり多くの市民に心地よく使って頂ける施設を目指して欲しいなと思い

ます。ですから法令ももちろん，そういう整理が必要ですけども，きめ細かな対応をして

いただきたいなと思います。 

 私も劇団パラムという団体でカルチャーを使用した時に，ある時の館長さんはですね，

絨毯が汚れるからここで練習するなと言われたこともあったんですね。それも確かに建物

が傷むという意味では分かるのですけど。それに大ホールのホワイエですか，当時劇団パ

ラムには120人位いたものですから，ステージと別れて練習していた時にそういう風に怒ら

れたこともありましたけども，できればそういうのではなくて温かい目で見ていただきた

いなと。どうしても人間，水が高い所から低い所に移るようにですね，だんだん敷居が高

くなると違う施設に行ってしまったりなんだりと，逆に言ってしまえば金さえ払えば使え

るのかと，いうような施設になっても困りますので，その辺のきめを細かにやっていただ

ければありがたいなと思います。 

 私の個人的な考えは，カルチャーセンターというのは市民のための施設ですから，基本

的には収入のない学生たちにはどんどん無料で貸してあげてほしいなと。何十日もやられ

ると困りますけども，ある程度日程を決めたりしながら貸すと。それで大人の方からはそ

れなりにいただくと。 

また，年に１回ぐらい講堂で物販をするイベントがあるんですね，業者が入ってきて。

それがあまり上品な商品の販売ではないように見受けられることがあるんですね。今の法

令じゃそういうのは断れないんですけれども，営業活動でひとくくりにしてしまうと，例

えば演歌の公演などもできなくなりますし，できれば，もしそういうのが断れるような整

理もできないかなと。 

 いずれにしても，利用者の方の声を良く聞くことを是非やっていただきたいなと思いま

す。今，施設の利用者が集まって会議をやっていると思いますが，そういう声を是非，な

るべく多く吸い上げて，出来ればこういう場でそれを反映させていただければなと思いま

す。 

◎菊地委員 

 ついこの間，札幌の厚別高校と伊達緑丘高校の合同の演劇のありましたね。今これを見

ると，市内の高等学校と書いてあるのですが，伊達緑丘高校は市内で，他市の高校と一緒

だと。これは一緒に利用したと見なして，私，どんな風に支払いするのかなと思ったもの

ですから。 

◎石生涯学習推進課長 

 この間行われているのは，交流フェスタとか，名称は詳しく覚えていませんが，いわゆ

る発表の場としてですね事業名を持って，主管は伊達緑丘の演劇部というかたちで申請を

いただいて。伊達緑丘高校の演劇の練習の為ということではなくてですね，発表で多くの
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方にも見ていただくというような事業の説明を受けた中で，同じように多くの方に少しで

も見ていただければということで，事業そのものは市の後援ですけども，先ほどお話しし

た，その他公益上の取り扱いで使用料は全額免除扱いで行っているはずです。 

◎早瀬委員長 

 他に，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第６号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第６号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第７号につきまして生涯学習推進課長から提案理由の説明をお願いいたしま

す。 

◎石生涯学習推進課長 

 議案第７号「まなびの里条例施行規則の一部を改正する規則」について説明いたします。 

 議案資料30ページからの新旧対照表がございまして，細かく，いくつかの条項が改正に

なっております。 

 大きな部分の改正内容ですが，40ページの第４条に「利用料金の納入」という規定がご

ざいます。主としては，ここが大きな部分でございます。これまで現行の記載のとおり，

利用料金の後納ということで記載の表現になっておりましたが，今回改正案といたしまし

て，利用料金は基本前納だということを明記しました。ただし，第７条に定める利用登録

団体による利用，また特別な事由があるときはこの限りではないという表現でして，この

第７条というのは，まなびの里サッカー場も総合体育館，学校開放と同様に冬期間，それ

から夏場，グラウンドも体育館も含めて定期利用団体の登録をしています。ここの一部表

現等も整理をするようなかたちで第７条を改正しておりますが，表現としましては条文の

構成ですとか文言の表現等を第７条では変えているもので，主になっている部分は大きく

変わっておりません。 

 これらの団体利用にあたりましては，先月の定例教育委員会で学校施設の開放事業での

後納に関しての規則の改正をあげさせていただきましたが，サッカー場も同様にそれらの

課題を抱えておりまして，昨年，一部試行してみましたが，やはり夜間照明ですとか冬場

になれば暖房料も精算といったことが伴うということで，ここの第４条の部分で，それら

の取り扱いを明記したということでの改正でございます。 

 以上でございます。 

◎早瀬委員長 

 議案第７号について，質疑ございませんか。 

 まなびの里は，以前から後納できたということですか。 

◎石生涯学習推進課長 

 以前から，ここの現行の第４条にある「特別な事由があると認める場合は後納すること

ができる」ということをもとに後納していました。オープン当初から。定期利用に関して

だけですが，後納扱いしていました。基本，前納だろうということで試行もしてみました

が，やはり利用実態に伴って追徴が出ることがあるので。冬場の試行はしていないのです
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が，冬場も同様に暖房料が伴うということで，ほぼ学校開放と同じような状況になってお

りまして，この規定のままで行けないことも無いとは思いましたが，学校開放と同様に，

はっきりとそれらの利用については後納で処理できるような表記をしていくということで

の改正案でございます。 

 一般の大会や定期利用では無い利用に関しては，申請後，速やかに前納するように納付

書を送付するなどして対応していきます。 

◎早瀬委員長 

 他に，ご質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第７号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第７号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第８号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第８号「伊達市教育委員会教育長職務代理者の職務委任の指定に関する規程」につ

いてご説明を申し上げます。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律が施行されたことに伴

いまして，教育長に事故があるとき，又は教育長が欠けたときは，あらかじめその指名す

る委員がその職務を行うこととされました。 

 また，その代理は教育委員会事務局職員の中からではなく，委員の中から選任すること

とされました。さらに，職務代理者が行う職務のうち，具体的な事務の執行等，職務代理

者が自ら事務局を指揮監督して事務執行を行うことが困難である場合には，法に基づいて

その職務を教育委員会事務局職員に委任することが可能であるとされました。 

 こういった背景がございますので，この規程を訓令として制定するものでございます。 

 概要につきましては，議案書44ページをお開きいただきたいと思います。 

 第１条におきまして，教育長職務代理者が自ら事務局を指揮監督して事務執行を行うこ

とが困難であるとき，教育長職務代理者がその職務を委任する者は，教育部長とするとい

うことを定めてございます。 

 附則におきまして，施行期日を平成27年４月１日といたしますが，経過措置といたしま

して，この訓令の施行の際現に在職する教育長が引き続き教育長として在職する間は，適

用しないとするものでございます。 

 以上が議案第８号についての説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 議案第８号について，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第８号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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◎早瀬委員長 

 議案第８号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第９号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

議案第９号「伊達市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令」についてご説明を

申し上げます。 

 この訓令の概要につきましては，議案書49ページをご覧いただきたいと思います。 

 趣旨といたしましては，さくら幼稚園の閉園及び平成27年４月１日付教育委員会事務局

の機構改革に伴う関係訓令の整理でございます。 

 まず，別表第１におきまして，幼稚園に係る「有給休暇の承認」の項を削るものであり

ます。 

 次に，別表第２におきまして，さくら幼稚園が閉園し，また，生涯学習推進課と文化課

が統合して「生涯学習課」に変更することから，これらの機構改革に伴って規定の整理を

行うというものでございます。 

 附則におきまして，施行期日を平成27年４月１日とするものでございます。 

 以上が，議案第９号についての説明でございます。 

◎早瀬委員長 

 議案第９号について，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第９号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第９号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第10号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

議案第10号「伊達市教育委員会辞令式規程の一部を改正する訓令」についてご説明を申

し上げます。 

 この訓令の概要につきましては，議案書57ページをご覧いただきたいと思います。 

 趣旨といたしましては，地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴い，教育長の任命を首長が行うこととなりましたので，教育長の任命に係る

辞令式の規定を削るというものでございます。 

 以上が，議案第10号についての説明でございます。 

◎早瀬委員長 

 議案第10号について，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第10号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 



 - 12 - 

 議案第10号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第11号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

 議案第11号「伊達市立学校教育実践表彰規程及び特別の勤務に従事する職員の勤務時間

等に関する規程の一部を改正する訓令」についてご説明を申し上げます。 

 この訓令につきましては，議案書59ページの本文にありますとおり，二つの訓令の一部

改正であり，その内容につきましては，議案書60ページのとおり，第１条と第２条で構成

されております。 

 この規則の概要につきましては，議案書61ページをお開きいただきたいと思います。 

 趣旨といたしましては，さくら幼稚園の閉園に伴う関係訓令の整理でございます。 

 まず，第１条関係といたしまして，さくら幼稚園が閉園することから，表彰の対象から

市立幼稚園を削るというものでございます。 

 次に，第２条関係といたしまして，特別の形態によって勤務する必要がある職員の対象

からさくら幼稚園の項を削るものでございます。 

 附則におきまして，施行期日を平成27年４月１日からとするものでございます。 

 以上が，議案第11号についての説明でございます。 

◎早瀬委員長 

 議案第11号について，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第11号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第11号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第12号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

議案第12号「伊達市噴火湾文化研究所の非常勤特別職所長の勤務条件等に関する規定を

廃止する訓令」についてご説明いたします。 

 この訓令につきましては，議案第２号とも関連するのですが，伊達市噴火湾文化研究所

の非常勤特別職所長が退職して，４月から所長は生涯学習課長が兼務することとなります

ので，非常勤特別職所長の勤務条件等を定めている訓令を廃止するというものでございま

す。 

 附則におきまして，施行期日を平成27年４月１日とするものでございます。 

 以上が，議案第12号についての説明でございます。 

◎早瀬委員長 

 議案第12号について，質疑ございませんか。 

 ４月からアートビレッジの方で指定管理を受けるということですか。 

◎菅原教育長 

 いえ，指定管理ではないです。業務委託となります。 

◎岩本委員 

 指定管理と業務委託とはどう違うのですか。 
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◎松下教育部長 

 業務委託というのは，管理費を全部行政で支払いますので，やってもらう業務がアート

ビレッジ事業に係ることです。 

◎岩本委員 

 運営だけということですね。 

◎松下教育部長 

 はい，指定管理は施設の管理費も全部入れて，その管理者で全部遣り繰りしていくとい

うものです。 

◎早瀬委員長 

 ３月一杯までは大島先生が所長ですよね。 

◎松下教育部長 

 そうです。 

◎早瀬委員長 

 伊達市内に残られるのですか。最近お見かけしないなと。 

◎本間文化課長 

 伊達に家がありまして，たまには戻ってきているのですけど，結構今忙しいみたいでし

て，しょっちゅう飛び歩いているようです。 

◎早瀬委員長 

 伊達の縄文を広めてくれた功績のある方なので，これからもできれば，そういうかたち

で伊達の関わってくれればと思いますね。 

 その他，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第12号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第12号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，議案第13号につきまして学校給食センター所長から提案理由の説明をお願いいた

します。 

◎篠原学校給食センター所長 

 議案第13号「伊達市学校給食センター運営委員会規程」についてご説明いたします。 

 学校給食の衛生管理マニュアルでは，各学校が共通理解を図られるように運営委員会を

設置して総括を行うものとされております。昨年の３月に解散しました伊達・壮瞥学校給

食組合においても，この運営委員会というのは設置されておりました。本来，伊達市に移

行した時点で設置すべきするものでありましたが，壮瞥町からの事務委託を受ける関係で，

移行後に設置を委ねられたものであります。遅くなりましたが，この度，設置するところ

です。 

 66ページをご覧ください。 

第１条は，条例に基づきこの規程を設置するというものであります。 

第２条では，給食センターの円滑な運営，給食費に関すること。これらが主の目的にな

ります。 
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委員につきましては，前回の開催の時に定数12名程度が望ましいという判断をされてい

るものですから，12名以内という規定としました。ここに各号にありますが，委員の案と

しましては，１号から６号まであります。それぞれ学校やＰＴＡの方々など各２名程度を

予定しております。学識経験者としては，保健関係，あるいは衛生関係の専門の方を予定

しております。これらについては，第８条で別に定めるとしているものであります。 

 第４条では，任期は２年ということ。第５条では，委員長，副委員長，第６条で会議内

容，出席委員の過半数で決することなどを掲げております。 

 附則としまして，平成27年４月１日から施行するという内容でございます。 

 以上です。 

◎早瀬委員長 

 議案第13号について，質疑ございませんか。 

◎岩本委員 

 作らなければいけなかったものを，改めて作りましょう，ということなのですね。 

 これを見ると，運営第６条に「随時開催」ということは，定期的ではないということで

すか。 

◎篠原学校給食センター所長 

 実はですね，伊達・壮瞥学校給食組合時代は，開催が平成10年に１回と平成20年に３回

程度開かれて以来，実際には開かれていなくて，内容が給食費の値上げといった議案だけ

が話し合われてきたのですけども，今後は，やはり堅確な運営を図ってですね，定期的に，

随時とはなっていますけども，年１回程度は開いていきたいと考えております。 

◎岩本委員 

 法で定めたものであれば，何かしら意義がある運営会だと思いますので，他の団体を参

考にして，何か役に立つ運営会であればいいかと思います。 

◎平田委員 

 基本，給食センターが移設されていくという中で，関わってくることもあるということ

ですね。 

◎篠原学校給食センター 

 新しい給食センターですね。そういった内容も出てくるかと思います。 

◎早瀬委員長 

 その際にも，この運営委員会は継続されていくのですか。今は市になりましたよね，そ

れがまた業務委託というのか，入札で決まった業者になった時も，この運営委員会という

のは，その都度解散するのではなくて継続していくと。 

◎篠原学校給食センター所長 

 そうですね。 

◎岩本委員 

 所長としては，その上にいるということですね。運営委員会が監視役みたいな役割で。 

◎平田委員 

 重要なものですね。 

◎早瀬委員長 

 例えば，先日の異物混入したとかいう時の，だいたいどのような流れでどういうかたち

で処理をしていくのですか。学校から報告が来ると思うのですが。 

◎篠原学校給食センター所長 
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 運営委員会の下に三つの委員会の下部組織がありまして，衛生管理委員会と献立策定委

員会，物資選定委員会ということで食材を選ぶ委員会ですね。これらの三組織が運営委員

会の下にあるようなかたちになっていまして，これらの組織の中で内部的ではあるのです

が，保護者の意見や学校の意見を聞きながら細かい現場レベルで諮っていきます。 

 今，お話しにあった異物混入とかそういったものについては，調理場内であれば衛生管

理員会でそういう物が入らないように話し合っていくと，発注して外から入ってくる食材

についての検討というのは，この物資選定委員会で対応していくということです。 

◎早瀬委員長 

 その委員会の方達というのは，やはり学校の代表者とか給食センターで働いている人た

ちですか。 

◎篠原学校給食センター所長 

 内部で物資の選定と衛生委員会については毎月行うのですけども，その中で，保護者，

学校関係者の意見を尊重するというマニュアルがありますので，その委員会の中でアンケ

ートですとか，あるいはその委員会に呼んでですね，常時の委員としてではなくて，必要

な時に呼んで一緒に検討していただくという内容でございます。 

◎早瀬委員長 

 例えば，地元の食材を使うようにしましょうとかいう意見をですね，その運営委員会か

らそういう所に，選定委員会とかに要望として出したり指示をしたりというかたちになっ

ていくというように考えてよろしいですね。 

◎篠原学校給食センター所長 

 はい，そうです。 

◎岩本委員 

 各委員会が，その業務委託で向こう側の立場の人間になってしまうので，やっぱり定期

的に運営委員会とそういう人達で会議があって，もしも何かあったら教育委員会も知らな

いといけないので，縦割りというか教育委員会まで繋がるルートがあるといいなと思いま

す。 

◎早瀬委員長 

 これは立ち上がったら，当然，どういうスタッフが選定されたかについては教育委員会

に報告があるのですね。 

◎篠原学校給食センター所長 

 教育委員会が委嘱することになっていますので，年度が変わってＰＴＡの方々が組織さ

れた後にと考えております。 

◎早瀬委員長 

 その他，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 お諮りいたします。議案第13号については，原案のとおり承認することとしてよろしい

ですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎早瀬委員長 

 議案第13号については，原案のとおり承認されました。 

 次に，報告第１号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 
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◎鈴木学校教育課長 

 報告第１号「臨時代理の報告について（伊達市立学校職員の平成27年４月１日付人事異

動について）」をご説明いたします。 

 議案書70ページ以降の人事異動発令内示書というのは，学校ごとの一覧表となってござ

いますが，本日机上配布させていただきました報告第１号資料ということで，こちらのＡ

４の資料でご説明させていただきます。 

 まず，校長職につきましてですけども，伊達小学校，星の丘小中学校，達南中学校，大

滝中学校におきまして，記載のとおり異動となります。 

 次に，教頭職でございますが，長和小学校，関内小学校，黄金小学校，大滝小学校，光

陵中学校におきまして，記載のとおり異動となります。 

 次に，教諭につきましてですが，各学校の状況を人数のみ記載してございます。ただし，

この教諭には，期限付教諭，養護教諭，栄養教諭を含んでおりません。詳細につきまして

は，先程の議案書70ページ以降の内示書の方をご覧いただきたいと思います。 

 以上が報告第１号についての説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 報告第１号について，質疑ございませんか。 

 これは，道教委で決めるのですね。 

◎菅原教育長 

 こちらの意見を聞いたうえで。意見どおりにはならないのですが，希望を聞いたうえで，

胆振教育局の方で決めています。 

◎早瀬委員長 

 教育委員をやっていると，こっちの学校に良い先生を回してくれと言われるのですけど

も。なかなかそういう風にはなってないよと話はするのですけども。 

◎菅原教育長  

 一応，内申権というのはあるのですけども，決定権は持っていないものですから。 

だから，教育委員会としては，固有名詞をあげて，こういう先生はこっちに来てもらい

たいという話はするのですが，なかなかそういう先生はあっちこっちから声が掛かるもの

ですから，希望どおりにはならないのですけども。 

今回はこういう結果になったということです。 

◎早瀬委員長 

 本人の希望ももちろん聞いている。ある程度は。 

◎菅原教育長 

 ある程度は聞きますけども。 

◎早瀬委員長 

 それは教育委員会で，それとも教育局で。 

◎菅原教育長 

 流れとしてはですね，まず教育委員会で管理職と面接します。希望をきいて，管理職が

また胆振の教育局長とも面接します。そこでまた希望を出します。ただ希望どおりに全部

やれば，なかなかそうはいかないので，希望どおりになった方もいるでしょうし，そうで

はない方もいると思いますけども。 

◎岩本委員 

 おもしろいですね，中学校の校長先生が小学校校長に。小学校と中学校は差が無いので
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すね。 

◎菅原教育長 

 校長の職はですね，どちらの免許でもいいのです。要するに，免許がなくてもできます。 

◎早瀬委員長 

 その他，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 報告第１号については，報告として受理いたします。 

 次に，報告第２号につきまして学校教育課長から提案理由の説明をお願いいたします。 

◎鈴木学校教育課長 

報告第２号「臨時代理の報告について（伊達市教育委員会事務局職員等の平成27年４月

１日付人事異動について）」のご説明を申し上げます。 

 議案書90ページに掲載しております内容で人事発令の内示がありましたので報告とさせ

ていただきます。 

 なお本日，伊達市教育委員会事務局の機構ということで，１枚追加の資料をお配りいた

しました。４月１日に辞令交付されまして，このような配置となりますのでご参考にして

いただければと思います。 

 以上，報告第２号についての説明とさせていただきます。 

◎早瀬委員長 

 報告第２号について，質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり。〕 

◎早瀬委員長 

 報告第２号については，報告として受理いたします。 

 次に，各課からの事業報告をお願いします。 

〔各課から，事業の報告について説明した。〕 

◎早瀬委員長 

 以上で，本日の日程はすべて終了いたしました。 

 これをもちまして，平成27年３月伊達市教育委員会・定例会を閉会いたします。 

 

閉 会 （17時25分） 


